
 
令和４年度農業関係試験研究計画 

 
 

Ⅰ 基本方針及び主要目標 

 

 １ 基本方針 
 

県では，「みやぎ食と農の県民条例」に基づき，本県の食と農に関する総合的な計画として，食と

農を取り巻く情勢の変化や，ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の観点も踏まえ，令和３年度を初年度

とする第３期「みやぎ食と農の県民条例基本計画」（令和３年度～令和 12年度，以下「基本計画」と

いう。）を策定し，各種施策を積極的に推進することとしている。 

このため，農業関係試験研究機関では「基本計画」に掲げる施策の推進方向や，食と農に関する他

の計画等を踏まえ，令和３年度から 12年度までの 10か年で重点的に取り組む「第９次農業試験研究

推進構想」（以下「推進構想」という。）を令和３年３月に策定した。この構想では，多様化，高度

化する時代のニーズへの対応，農業・農村を取り巻く現状の課題や将来の変化に対応できる安定生産

技術の開発，省力化や生産性の向上を図るためのＩＣＴを活用したアグリテックの推進，環境負荷軽

減に向けた技術開発等を推進するため，３つの主要目標を設定し，新たな技術開発と開発された技術

の社会実装を進めることとしている。 
 

＜主要目標＞ 

 １．時代のニーズに対応した農畜産物の安定供給のための研究 

 ２．革新技術の活用による戦略的な農業生産のための研究 

 ３．持続可能な農業生産環境の構築に向けた研究 
 

一方，生産現場においては，従来からの課題である農業従事者の高齢化や担い手不足，農産物の需

給バランスの不均衡や価格の低迷，農畜産物の安全・安心への関心の高まりなどへの対応に加え，米

価下落や新型コロナウイルスの感染拡大，地球温暖化による農作物への影響など，更なる対応が求め

られている。 

「推進構想」の取組２年目に当たる令和４年度は「みどりの食料システム戦略」等，新たな国の施

策を見据え，国内外の研究機関，大学や民間企業との共同研究等の取組を強化しながら，主要目標の

達成に向けて着実に試験研究を推進し，生産者や市町村，農業関係団体，普及組織等と連携の上，研

究成果の現地への速やかな社会実装を図る。 
 

＜基本計画に掲げる将来像の実現に向けた施策の推進方向の３つの基本項目＞ 

１ 時代のニーズに対応した県産食品の安定供給（豊かな食） 

２ 次代の人材育成と革新技術の活用による戦略的な農業の展開（儲ける農業） 

３ ひと・もの・ちえを総動員した持続可能な農村の構築（活力ある農村）  

 

   

 

＜推進構想に掲げる今後取り組むべき３つの主要目標＞ 

１ 時代のニーズに対応した農畜産物の安定供給のための研究 

（消費者・実需者ニーズを重視した研究） 

２ 革新技術の活用による戦略的な農業生産のための研究 

（生産者の農業経営を重視した研究） 

３ 持続可能な農業生産環境の構築に向けた研究 

（農業と環境の持続性を重視した研究） 

試験研究の方向 
基本計画における 

試験研究の基本戦略 
 

1

2013604ge
テキスト ボックス
資料３



参考 第９次農業試験研究推進構想等の主要目標，重点テーマ毎の個別課題数 

主要目標 重点テーマ 
個別課題数 

Ｒ４ 

Ⅰ 時代のニーズに

対応した農畜産物の

安定供給のための研

究 

１ バリューチェーンをつなぐ高付加価値化生産技術の確立 ３ 

２ 農畜産物の安全性確保に向けた生産管理技術の確立 １０ 

Ⅱ 革新技術の活用

による戦略的な農業

生産のための研究 

３ 農業を支える次代の人材育成支援手法の確立 ２ 

４ ターゲットを明確に定めた新品種育成と新品目導入 ９ 

５ 優良種子・種畜の安定供給体制の強化 ５ 

６ アグリテックの推進に向けた農業生産技術の確立 ９ 

７ 農畜産物の高品質・高収益生産技術の確立 １６ 

８ 大規模園芸産地を実現する栽培管理技術の確立 ４ 

９ 遺伝子情報やバイオテクノロジーの実用技術の確立 １２ 

10 生産基盤の管理技術と農地の高度利用技術の確立 ６ 

Ⅲ 持続可能な農業生

産環境の構築に向け

た研究 

11 農業生産環境の維持・向上のための技術の確立 ２１ 

12 気候変動や異常気象に適応した生産管理技術の確立 １５ 

13 地域資源を活用した農村の活性化支援手法の確立 ０ 

計注１） １１２ 

注１）１課題で複数の主要課題にまたがるものは重複カウントしている。 
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２ 主要目標 

 

   推進構想に掲げる３つの主要目標，１３の重点テーマについて，令和４年度の取組の概要は次のと

おりである。 

 

（１）時代のニーズに対応した農畜産物の安定供給のための研究 

   イ バリューチェーンをつなぐ高付加価値化生産技術の確立 

・県産農畜産物や農産加工品の販売力強化に向けて，農業分野におけるマーケティング手法の有

効性を明らかにし，県内農業者，農業法人，直売所運営者等が実践しやすいマーケティング分

析手法の参考資料を作成する。 

 

ロ 農畜産物の安全性確保に向けた生産管理技術の確立 

・農畜産物の安全性確保と安定供給を図るため，新たに開発された農薬，除草剤,生育調節剤,

肥料等の実用性を評価するとともに，他の産業で発生する未利用資源等の活用方法を検討

し，新たな生産資材の効果的な活用技術を開発する。 

・米に含まれる重金属を低減するため，低吸収性品種の育成や栽培方法を検討する。また，小

麦，大麦のかび毒等の影響を解明する。除染後草地においては，牧草への放射性物質移行を

抑制できる栽培管理等を検証する。 

 

 

（２）革新技術の活用による戦略的な農業生産のための研究 

   ハ 農業を支える次代の人材育成支援手法の確立 

・農村地域における農業者の減少や高齢化による担い手不足が懸念されていることから，次代に

向けた農業経営体制のあり方やワザを含めた経営資源の承継及び効果的な支援手法を解明する。 

 

ニ ターゲットを明確に定めた新品種育成と新品目導入 

・稲作を巡る情勢は多様化していることから，消費者・実需者ニーズ，社会情勢の変化に対応で

きる品種開発を行う。 

・水稲，麦類，大豆の有望系統については，多様なニーズを踏まえた導入に向け，本県での適応

性を評価する。また,実需者との連携のもと，麦類・大豆については播種期や施肥量等の条件を

変え,加工適性に優れた栽培法を確立する。 

・本県主要園芸品目においては，消費ニーズや社会情勢を踏まえ，全国に発信できる宮城県独自

の品種育成を図る。また，農研機構などが育成したイチゴやトマトなど野菜の優良系統につい

て，本県における適応性と実用性について評価する。 

 

ホ 優良種子・種畜の安定供給体制の強化 

・本県水稲・麦類・大豆の市場評価の向上を図るため，本県主要農作物種子条例に基づき，原原 

種系統栽培及び原種生産を行う。 

・県内園芸生産の振興を図るため，イチゴ基核苗及び県育成園芸品種等の原種苗生産を行う。 

・優良な種雄牛の造成体制を強化するとともに，系統豚の新たな肉質評価指標を探索し，県独自

の銘柄豚づくりを推進する。 

 

ヘ アグリテックの推進に向けた農業生産技術の確立 

・水田経営において，アグリテックを活用した新たな栽培体系の構築に向け，従来の技術体系に

ＩＣＴ・ロボット等を導入した際の効果について分析・検証する。 

・水田における除草効果の安定化に向け，ほ場管理作業の適正指標を得るために，作業方法やほ

場状態，除草効果との関係性を可視化し，利用可能な評価手法を確立する。 

・水稲乾田直播栽培における播種期の前進化や大豆用高速畝立て播種機を利用した作業体系等の

省力・低コスト栽培技術を開発する。 
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・トマトやパプリカにおいて，高軒高ハウスの特性と複合環境制御技術等を活用することで，夏

季高温による生理障害等を回避する，安定した長期多段取り夏越し栽培技術を開発・実証する。 

・施設野菜を対象にした生育制御技術の向上を図るため，温度管理や補光の有無が果菜類の生育

量に及ぼす影響を明らかにするとともに，生育量の推定方法を検討する。 

・「仙台牛」の食味などに関連する新たな化学的指標を構築するとともに，遺伝子情報の利用に

よる改良手法を検討する。 

 

ト 農畜産物の高品質・高収益生産技術の確立 

・みやぎ米ブランド化戦略に対応した銘柄米（「だて正夢」，「金のいぶき」，「ひとめぼ

れ」，「ササニシキ」）の安定供給を図るとともに,需要に応じた業務用米等の低コスト生産

技術を確立する。 

・水稲穂揃期葉色を期待値に維持することで玄米の品質の確保ができるよう，ＩＣＴ技術を用

いた葉色診断等，出穂期前後の新たな施肥法を開発する。 

・「にこにこベリー」の生産性向上に向けて，生育状況に応じた適切なＣＯ２濃度と効率的な制

御方法を検討する。 

・リンゴやナシの超多収を可能にする新樹形の開発に向けて，その収量や栽培管理方法，苗木

育成の簡略化を検討する。また，新たな樹形に対応した省力化器具等の開発のため，作業の

流れや作業時間，身体的負荷を定量化し，新樹形における作業場の課題を明らかにする。 

・冬季出荷の施設ギク栽培の収益性向上に向けたＣＯ２施用技術を開発するため，ＣＯ２施用時

間や施用方法の検討を行う。 

・キク電照栽培において，省エネで効率的な新しい電照装置開発に向けて，光源の波長，照度

等のデータ集積を行う。 

・乳牛の乳房炎の発症予防手法や肉用牛の短期で効率的な種雄牛の能力評価法等を開発する。 

 

チ 大規模園芸産地を実現する栽培管理技術の確立 

・水田を活用した大規模露地園芸における栽培管理技術を開発するため，加工用バレイショやエ

ダマメ等の現地実証ほなどを活用しながら，生産現場に求められる排水性評価等の支援技術の

提供や排水改良，機械収穫体系の展示実証を行う。併せて，輪作体系の検討や品種品質評価，

経営評価等を行う。 

 

リ 遺伝子情報やバイオテクノロジーの実用技術の確立 

・水稲の耐病性，耐倒伏性，高温登熟性等を備えた品種開発の年限を短縮するため，葯培養技術

を活用した水稲品種開発を推進する。また,ＤＮＡマーカー選抜などゲノム育種技術を活用し超

多収良食味水稲品種を開発する。 

・病害の蔓延を未然に防止するとともに効果的な対策を検討するため，これまでに開発した技術

によりウイルスを同定するとともに，その実用性を確認する。また，ウイルス弱毒株接種苗の

効果，抵抗性品種による被害軽減効果を検証する。 

・経済形質の優れた家畜の改良・増殖による畜産の生産性向上を実現するため，遺伝子情報やバ

イオテクノロジーを活用した家畜の新たな評価手法や改良・増殖技術を開発する。 

 

ヌ 生産基盤の管理技術と農地の高度利用技術の確立 

・総合治水対策の一助として，県が設置した田んぼダムモデル地区において水位調整装置の効果

検証を行う。 

・水田における高収益（園芸）作物作付け時に，生産者自身で実施できる排水改良技術を検討す

るとともに，大規模露地園芸の経営継続を可能とするために，先進事例の調査を行い，持続可

能な営農モデルを策定する。 

・県内における自給飼料生産の安定化に資するため，飼料作物・牧草等の適応性等を調査し，奨

励品種候補を選定する。 
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（３）持続可能な農業生産環境の構築に向けた研究 

ル 農業生産環境の維持・向上のための技術の確立 

・食品廃棄物等を原料とするメタン発酵施設から副産物として発生する消化液の有効利用を図

るため，液状肥料としての活用を検討する。 

・家畜ふん尿の有効活用技術を開発するため，特殊肥料等入り指定混合肥料の試作等を行い，

水稲や園芸作物など耕種部門と連携して肥効などを検討する。 

・各種有機資材の施用方法を確立するため，窒素肥効診断手法に基づく施用方法の効果を検討

する。 

・イネばか苗病の発生抑制技術体系を構築するため，水稲種子における原因菌を保菌させな

い，もしくは滅菌する技術等を検討する。また, 斑点米カメムシ類の発生可能地域の拡大

等，予想される病害虫リスクを回避するための防除技術を確立する。 

・様々な園芸作物において現地における被害状況を把握するとともに，導入可能なＩＰＭ技術

の検討や実証を行う。また，微生物製剤の散布手法や病害虫同時防除技術，振動技術による

害虫防除や受粉効果，土着天敵種の温存・保護・強化が可能な二次植物の効果，ＤＮＡマー

カーにより選抜された抵抗性品種等の特性等について検討する。 

・難防除雑草の発生実態を解析するとともに,新規薬剤の抵抗性雑草発生生態と抵抗性対策剤の

効果変動要因を明らかにし，除草剤選定の要点整理と現場レベルでの抵抗性検定手法を確立

する。 

 

ヲ 気候変動や異常気象に適応した生産管理技術の確立 

・気候変動により，品質が不安定となっている「ひとめぼれ」，「ササニシキ」について，品

質低下要因の解析と様々な気象条件でも高品質安定生産可能な栽培技術を確立するとともに, 

登熟期間が高温下でも品質が低下しにくい水稲品種を育成する。 

・温暖化に伴い,病害虫の多発や生息域拡大によりこれまで問題がなかった病害虫について，夏

期の高温等の気候変動に対応した病害虫防除技術を開発する。 

・温暖化の影響により，県内野菜産地では従来の作型では生育のズレが生じていることから，

高品質な野菜の安定供給を図るため，温暖化に適応する新たな作型，品種，栽培方法を検討

する。 

・耐候性赤色 LED ランプによるキク類の露地電照栽培の地域別マニュアル作成に向け，現地実

証ほを活用しながら，到花日数等のデータを収集する。 

・ナシの凍霜害防止対策として，ゼオライト等の新資材の防霜効果の現地実証を行うとともに

多目的防災網被覆による防霜効果の検証を行う。 

・高温，豪雨等の気象変動に対応した飼料作物の栽培を図るため，強害雑草の防除技術や牧草

の播種時期を逸した場合の栽培管理について検討する。 

・冬期の施設園芸において化石燃料への依存度を低下させるため，間伐材を利用した暖房機と

重油暖房機を併用した場合の加温効果及び燃油削減効果を検討する。 

・県内農地の有機物施用と土壌全炭素量等の関係を明らかにするとともに，有機物の連用によ

る土壌全炭素量等の蓄積を解析し，農地土壌における炭素貯留の可能性を検証する。 

 

ワ 地域資源を活用した農村の活性化支援手法の確立  

   ・農村における特色ある農業技術の開発や農村の活性化支援手法の確立に向けて，県庁や地方

（地域）振興事務所と連携し，情報収集と課題整理に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5



Ⅱ 共通テーマ 

 

 農業関係試験研究機関では，令和３年３月に定めた「第９次農業試験研究推進構想」に基づい

た試験研究の推進と連携を円滑に進める必要があることから，令和４年度においては，次に掲げ

る課題を「共通テーマ」として定め，試験研究機関が連携した一体的な研究に取り組む。 

 

１ 水田の高度利用による作付け転換・輪作体系の推進 

 米価下落やほ場整備の進展により水田における麦類・大豆や高収益（園芸）作物，飼料作

物生産の推進が重要となってきている。しかしながら，排水対策や輪作体系の確立について

は十分な知見が得られておらず，現場で試行錯誤しながら各品目が作付けされ，十分な収

量，品質が得られない事例も少なくない。このため，現地の実証ほなどを活用しながら，湿

害リスクや排水対策，栽培方法，経営評価などについて試験研究機関が連携して課題解決に

取り組むもの。 

 

 

 

（１）主要な研究課題 

・水田を活用した大規模露地園芸推進事業 

（農園研 情報研究部，野菜部,園芸環境部,古試 水田営農部） 

・水田作エダマメ生産のための排水対策，品種，栽培様式の検討     （農園研 野菜部） 

・みやぎ独自の園芸生産技術の開発           （農園研 野菜部，情報経営部，花き・果樹部） 

・持続可能な大規模露地園芸営農システムの確立                        （農園研 情報経営部） 

・水田における高収益作物を導入するための排水対策技術の確立       （古試 水田営農部） 

 

（２）関連する研究課題 

・水田を活用した飼料作物の安定生産技術の確立                    （畜試 草地飼料部） 
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２ 気候変動に適応した農業技術の確立と効果的な社会実装 

気候変動による影響が農業の生産現場において顕在化する中，気候変動に適応した栽培技

術の開発や品種育成が喫緊の課題となっている。このため，試験研究機関が一体となり，み

やぎ環境税を活用しながら，新たな温暖化対策や気候変動適応技術の開発に取り組むととも

に，生産者と関係機関，試験研究機関が連携して，開発技術の社会実装を加速化させるもの。 

 

   

 

（１）主要な研究課題 

 ・気候変動に適応した農業技術の効果的な社会実装事業 

（農園研 企画調整部，野菜部，園芸環境部，花き・果樹部，古試 作物育種部，作物環境部） 

・主要露地栽培に関する気候変動適応技術開発事業                       （農園研 野菜部） 

・木質バイオマス暖房機の施設園芸分野への利用促進事業                  （農園研 野菜部） 

・キク類栽培における気候変動への適応推進事業                      （農園研 花き・果樹部） 

・LED を用いたブドウ及びリンゴの着色促進効果の検証事業          （農園研 花き・果樹部） 

・果樹の凍霜害軽減技術の開発                                         （農園研 花き・果樹部） 

・温暖化に対応した高温に強いイネづくり開発普及推進事業             （古試 作物育種部） 

・地球温暖化に対応した作物病害虫管理技術の構築                      （古試  作物栽培部） 

 

（２）関連する研究課題 

・気候変動に対応した飼料作物の栽培                           （畜試 草地飼料部） 
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Ⅲ 令和４年度の各場・所における試験研究計画の方針 

 

１ 農業・園芸総合研究所における令和４年度の試験研究計画の方針 

（１）方  針 

本年度の農業・園芸総合研究所の重点方針として，県オリジナルイチゴ品種｢にこにこベリー｣

の特性を活かした生産量と作期拡大に向けた技術の開発等によりイチゴ産地の拡大を目指す他，

共通テーマにも掲げた水田における園芸品目の生産拡大に向けて，湿害リスクの回避や経営評価

などを行う。また，農生態系を多様化することで，「自然の力」を最大限に活用した病害虫管理

システムを開発・構築するとともに，気候変動に適応した栽培に向けた新たな温暖化対策や気候

変動適応技術の開発に取り組む。さらに，農業法人における事業承継に向けた経営体制のあり方

やワザを含めた経営資源の効果的な承継の支援手法を明らかにする。 

 

（２）各部・各チームにおける主要な取組 

イ 情報経営部 

・情報チームは，県産農産物，農産加工品等の販売力強化のため 

農業経営者が実践しやすいマーケティング手法の確立，県産農 

産物や県育成品種に対する実需者・消費者の評価等に取り組む。 

・経営チームは，大規模露地園芸産地の実現に向け，ほ場整備地 

区等の土地利用型経営体が露地野菜を導入するための経営モデ 

ルの策定と持続可能な大規模露地園芸営農システムの確立等に 

取り組む。 

・情報及び経営チームが野菜部生産工学チームと共同で，次代へ 

の承継に向けた農業法人の経営体制のあり方と効果的な支援手 

法の解明等に取り組む。 

 

 ロ 野 菜 部 

・イチゴチームは，オリジナル品種 ｢にこにこベリー｣ の生産  

拡大に向け，最適な環境条件を検討し，作業性，収益性の改 

善を目的とした研究に取り組むとともに，多収性，生産性の 

向上に資するオリジナル品種育成を継続する。また，間伐材 

等を使用した木質バイオマス暖房機の燃油削減効果を調査す 

る。 

・施設野菜チームは，高度複合環境制御ハウスにおけるトマト 

・パプリカの長期多段取り夏越し栽培の実証試験を基盤に， 

トマトでは摘葉方法にあわせた栽植密度について，パプリカ 

では夏越し栽培に適する品種選定について検討する。 

・露地野菜チームは，水田における大規模露地園芸を推進する 

ため，ほ場条件の改良や水田土壌に適した栽培技術体系を検 

討する。また，加工・業務向け野菜の主力品目である長ネギ， 

タマネギ，バレイショ，キャベツ等について気候変動に適応 

した生産技術を検討する。 

・生産工学チームは，ステレオカメラを用いて，パプリカの光合成量の推定と生育状況を測定し，

これをもとに草勢が光合成量の推定と生育状況を測定し，これをもとに草勢が最適となる生産 

ワークショップによる実行性あ
るマーケティング手法の検証 

園芸品目の導入や生産拡
大のシミュレーション 

高度複合環境制御ハウスでの 
パプリカ栽培 

大区画水田ほ場でのタマネギ栽培 
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技術について解明する。 

 

ハ 花き・果樹部 

・花きチームは，近年の夏秋期の高温によるキク類の開花遅延 

や品質低下への対策として，耐候性赤色 LED ランプによる電 

照栽培の地域別栽培条件の解明に取り組む。また，花きの高 

品質・安定生産にむけて冬季炭酸ガス施用や効果的な電照栽 

培等による環境制御技術の開発に取り組む。 

・果樹チームは，リンゴ，日本ナシの単位面積あたりの収量倍 

増を目指しジョイント樹形を改良した新たな樹形の開発を行 

う。また，気候変動に伴う温暖化に対応したブドウ・リンゴ 

の着色促進技術や凍霜害対策技術の開発，さらに植物性残渣 

のコーヒー粕を用いたモモ等の土壌改良法やマルチング技術 

の開発に取り組む。 

 

 

ニ 園芸環境部 

・土壌環境チームは，大規模露地園芸栽培における湿害リスクの評価方法の開発，未利用有機質資

源の効果的な活用技術の開発に取り組む。 

・虫害チームは，昆虫の寄主選択を阻害する振動，視覚及び嗅覚等による新たな害虫抑制技術や土

着天敵の保護強化による天敵利用技術の開発に取り組む。 

・病害チームは，園芸作物生産地で発生し原因不明や対応に苦慮している病害について，原因や対

策を解明し総合的病害虫管理技術（ＩＰＭ）に対応する防除技術の開発に取り組む。 

・遺伝子工学チームは，ウイルス病診断における効率的な遺伝子解析技術や高度病害抵抗性野菜品

種育成のための新規ＤＮＡマーカーやＤＮＡマーカーによる選抜手法の開発に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特に重点的に取り組む試験研究課題 

（１）次代への承継に向けた農業法人の経営体制のあり方と効果的な支援手法の解明 

（県単：令和４年度～６年度） 

（２）イチゴ産地拡大及び収量向上のための作期拡大技術の確立 

（県単：令和４年度～６年度） 

（３）超多収を可能にする果樹の新たな樹形の検討 

（県単：令和４年度～８年度） 

（４）天敵温存植物・間作を核とした露地野菜での総合的害虫管理技術の構築と実証 

（受託：令和３年度～５年度） 

リンゴのジョイントＶ字樹形
試験  

土壌水分センサーを使用した 
湿害リスクの評価 

大麦リビングマルチによる 
キャベツの害虫防除 

電子顕微鏡によるウイルス病
の診断 

赤色ＬＥＤによるキクの開花調節
試験 
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２ 古川農業試験場における令和４年度の試験研究計画の方針 
 

（１）方  針 

   県内の土地利用型農業は，沿岸部を中心に内陸部においても経営体が大規模化し，大区画ほ場に

よる水稲作を核とした営農へと転換してきた。水稲においては，気候変動の影響による品質の不安

定さや外食需要の減少等による米価下落など厳しさが増しており，ＩＣＴやロボット技術を活用し

た省力栽培，低コスト化，単収向上，及び品質安定といった生産性向上等の課題解決や,水田を基盤

とした水稲以外の作物作付けによる輪作体系等の高度化が求められている。 

これらの農業情勢に対応するため，様々な財源を活用し，水田農業におけるアグリテックの活用

技術の確立，地球温暖化に対応した高温に強いイネづくり，水田輪作を前提とした省力・低コスト

栽培技術確立やほ場排水対策技術，水稲の品質安定化を目指した新たな施肥法や未利用資源を活用

した技術の確立を進めていくものとする。 

 

（２）各部・各チームにおける主要な取組 

イ 水田営農部 

・営農企画チームは，ICT や IOT 等を活用したアグリテッ

クの導入により土地利用型農業の省力化，効率化を可能

とする新たな栽培体系の開発に取り組む。また，県の農

業施策に則した試験研究の推進と研究成果の普及に関す

る企画調整業務を行う。 

・農村基盤チームは，水田における土地利用型作物や園芸作

物の生産性向上に適した排水改良技術の試験研究（新型モ

ミタス等）や田んぼダムのモデル事業を関係機関と連携し

ながら取り組む。 

 

 

ロ 作物育種部 

・品種育種チームは，近年の高温登熟による品質低下が問題と

なっており，既存の課題である耐冷性・耐病性およびＣｄ低

吸収性と併せて新品種の開発に取り組む。また，多様化する

需要に応じた品種の開発にも取り組み，主要品種「ひとめぼ

れ」の収量性改善を目指しゲノム育種技術を活用する。新品

種開発の素材となる遺伝資源の保存，中間母本の育成も行う。 

・品種評価チームは，水稲，麦類及び大豆について，本県に適

する品種を選定するため，場内のほ場で生産力や品質・食味

などの諸特性の評価をして，現在の優良品種と比較検討す

る。また，県内の現地ほ場で，地域毎の適応性も検討する。 

・原種生産チームは，水稲，麦類及び大豆について，本県優良

品種の原種生産に必要な原原種の確保と系統の更新及び一般

種子生産のための原種の確保を行う。また，新品種の貯蔵性

や発芽率に関する研究に取り組む。 

 

 

ガラスハウスでの 

高温登熟性の検定 

モミタス施工 

GNSS ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを利用した雑草防除 
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ハ 作物栽培部 

・水稲チームは，気候変動に対応した「ひとめ

ぼれ」と「ササニシキ」の高品質安定生産技

術の確立,省力・低コスト栽培技術の開発,

「金のいぶき」の安定生産技術および水田雑

草の防除対策に関する試験研究に取り組む。 

・大豆・麦チームは，大豆及び麦類の高品質安

定生産を目標に，大豆では高速畝立て播種機を活用した輪作体

系の実証試験，麦類では気象条件に対応した管理技術や省力施

肥法の確立に取り組む。また，難防除雑草対策に有効な除草剤

の選定と防除体系に関する研究を行うとともに除草効果を高め

るほ場管理技術の開発に取り組む。 

 

ニ 作物環境部 

・土壌肥料チームは，水稲の収量・品質の向上を図るため，リモート

センシング技術を取り入れ，出穂期前後の葉色を改善する新たな追

肥方法の確立に取り組む。また，未利用資源であるメタン発酵消化

液を肥料として利用し，基肥や追肥での施肥方法の改善に取り組

む。 

・環境化学チームは，農地の土壌重金属汚染対策として，低カドミウ

ム吸収イネ（東北 235 号）を用いたカドミウム汚染米対策に取り組み，

並行してヒ素の同時吸収抑制の実証も行う。また，地球温暖化対策と

して，温暖化ガスの原因となる炭素の農地土壌への貯留量の可能性

について，調査研究に取り組む。 

・病害チームは，地球温暖化に伴い増加すると予想される麦類赤か

び病やイネ紋枯病について，防除回数や抗生物質の活用など新た

な防除体系の確立に取り組む。また，ドローン画像による病害発生

予兆の確認や堆肥を活用した苗立ち枯れ性病害の低減について，

大学等との共同試験に取り組む。 

・虫害チームにおいても，高温で発生の増加が予想される斑点米カメ

ムシ類や大豆のチョウ目害虫について，農薬の低減や生物農薬を

取り入れた防除技術の確立に取り組む。また，土地利用型農業経営

における水稲，大豆及び園芸作物の病害虫について，できるだけリ

スクを回避した防除方法の確立に取り組む。 

 

（３）特に重点的に取り組む試験研究課題 

イ 水田におけるアグリテックの活用による新たな栽培体系の確立 

（県単：令和３年度～５年度） 

ロ 温暖化に対応した高温に強いイネづくり開発普及推進事業 

（「みやぎ環境税」活用事業：令和３年度～７年度） 

ハ 気候変動に対応した「高品質宮城米」安定生産を図るための栽培方法の確立 

（県単：令和４年度～８年度） 

ニ 新たな施肥法による水稲穂揃期葉色の改善         （県単：令和２年度～４年度） 

大豆用高速畝立て播種機 

東北 235 号 

カドミウム･ヒ素の同時吸収抑制 

ひとめぼれ 

ドローン画像による生育診

麦類赤かび病  イネ紋枯病 

チョウ目害虫（タバコガ類） 

５月 10 日移植「ひとめぼれ」と「ササニシキ」 

７月１日現在 
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３ 畜産試験場における令和４年度の試験研究計画の方針 

 

（１）方  針 

本年度の畜産試験研究の重点方針として，肉質と肉量を兼備した優れた種雄牛の選抜を引き続き

推進するとともに，系統豚「ミヤギノＬ２」，「しもふりレッド」の生産供給体制を維持するほか，

遺伝資源を利用した牛・豚の選抜技術の開発に取り組む。また，牛における受精卵移植技術など先

端技術の開発普及，牛肉の差別化に関する研究，豚における系統豚を用いた高生産性・高品質の豚

肉生産技術の開発を進める。さらには，自給飼料の高位生産技術や放射性物質移行抑制技術，資源

循環を進めるため家畜ふん尿の有効活用技術の開発に取り組む。 

 

（２）各部・各チームにおける主要な取組 

イ 酪農肉牛部  

・乳牛チームは，乳用牛の飼養管理技術・周産

期病等の疾病対策技術の向上のため，プロバ

イオティクス飼料給与による免疫機能向上及

び乳房炎発症予防に関する試験研究等を実施

する。 

・肉牛チームは，産肉能力検定及び効率的な種

雄牛造成手法の検討とその活用により，優良

種雄牛の造成に取り組む。また，牛肉の差別

化に関する研究，ＤＮＡ多型マーカーと家畜

の生産形質の関連解析等の研究開発を行う。 

・バイオテクノロジー研究チームは，牛の受精卵移植技術の実証，受精卵段階での遺伝子評価，

フリーズドライ精子に関する研究等の牛バイオテクノロジー関連技術に関する試験に取り組

む。 

 

ロ 種豚家きん部 

・原種豚チームは，産肉性，抗病性，繁殖性に

優れた「ミヤギノＬ２」の維持増殖を適正に

行うとともに，ＤＮＡの多型マーカーを用い

た生産形質と疾病との相関の解析及び腸内環

境の改善を介する抗病性向上手法の開発を行

い，地域に根ざした安全安心な肉豚生産に係

る技術開発に取り組む。 

・養豚家きんチームは，筋肉内脂肪含量，肉の

柔らかさ等の肉質重視で改良を進めた「しも

ふりレッド」の維持・増殖を適正に行い，県

内生産者への安定供給を図ることを重点とするほか，一層の普及に努めることにより，本県独

自の系統豚の利用推進及び本県産銘柄豚の生産拡大を目指す。また，本県産系統豚の繁殖能力

や産肉能力・肉質の調査を継続するとともに，「しもふりレッド」の特色を引き出す飼養管理

技術を開発し，系統豚を用いた高生産性・高品質の豚肉生産方式の確立を図る。 

 

系統豚「ミヤギノＬ２」 
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ハ 草地飼料部 

・草地飼料チームは，草地飼料畑や転作田におけ 

る自給飼料の低コスト生産と高品質粗飼料の安 

定確保を図るため，優良品種の選定試験を実施 

するとともに，気候変動に適応した飼料作物栽 

培について検討を行う。また，除染後牧草地に 

おける土壌中放射性セシウム濃度の高い地域で 

の除染技術を確立するほか，放射性セシウム暫 

定許容値を超過しない維持管理技術として，土 

壌中肥料成分を効率的に回復させる施肥方法を 

検討する。 

・環境資源チームは，特殊肥料等入りの指定混合肥料の試作や散布時の作業性向上に向けた加工

法について検討を行う。また，水稲や園芸作物などの耕種部門と連携した肥効の検討など，家

畜ふん尿の有効活用技術の開発に取り組む。  

                           

 

（３）特に重点的に取り組む試験研究課題 

 

イ 乳牛の生涯生産性向上のための飼養管理法の確立            

  (県単・受託：平成 29年度～令和４年度） 

ロ アグリテック活用推進事業     

               (事業研究：令和３年度～令和６年度） 

ハ 牛の受精卵移植技術の実証                               

 (県単：昭和 58 年度～ ） 

ニ 本県産系統豚の能力向上技術の確立              

          (県単：令和２年度～令和６年度） 

ホ 除染後牧草地の維持管理技術の確立                  

(県単・受託：令和元年度～令和５年度） 

  ヘ 堆肥の利用拡大に向けた「特殊肥料等入り指定混合肥料」の製造及び利用方法の検討 

(産廃税：令和４年度～令和６年度） 

 

 

 

 

 

飼料用トウモロコシの優良品種選定試験 
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令
和

４
年

度
農

業
関

係
試

験
研

究
課

題
体

系
図

第
９

次
推

進
構

想
　

主
要

目
標

重
点

テ
ー

マ
研

究
領

域
個

別
課

題
名

機
関

担
当

部
担

当
チ

ー
ム

予
算

額
（

千
円

）
予

算
区

分
研

究
期

間
概

要

Ⅰ
 時

代
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

農
畜

産
物

の
安

定
供

給
の

た
め

の
研

究

１
　

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

を
つ

な
ぐ

高
付

加
価

値
化

生
産

技
術

の
確

立

（
１

）
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
の

構
築

に
向

け
た

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
手

法
の

確
立

①
農

業
法

人
の

経
営

発
展

に
向

け
た

実
行

性
の

あ
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
手

法
の

検
討

農
園

研
情

報
経

営
情

報
3

4
2

県
単

令
和

２
年

～
４

年

　
県

産
農

産
物

・
農

産
加

工
品

の
販

売
力

強
化

に
取

り
組

む
た

め
，

農
業

分
野

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
手

法
の

有
効

性
を

明
ら

か
に

し
，

県
内

の
農

業
者

，
農

業
法

人
，

直
売

所
運

営
者

等
が

実
践

し
や

す
い

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
分

析
手

法
を

確
立

す
る

。

②
「

食
材

王
国

み
や

ぎ
」

魅
力

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

に
向

け
た

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
農

園
研

情
報

経
営

情
報

1
6

3
事

業
令

和
２

年
～

４
年

　
「

食
材

王
国

み
や

ぎ
」

魅
力

発
信

事
業

に
お

い
て

，
効

果
的

な
参

加
料

理
店

・
ホ

テ
ル

等
を

選
定

す
る

た
め

，
必

要
な

情
報

を
整

理
し

，
宮

城
県

産
食

材
の

理
解

度
，

各
視

察
先

の
満

足
度

，
使

用
意

向
，

使
用

有
無

等
を

定
量

的
・

定
性

的
に

調
査

・
分

析
す

る
。

（
２

）
実

需
者

等
と

連
携

し
た

農
畜

産
物

の
高

付
加

価
値

化
生

産
技

術
の

開
発

①
再

み
や

ぎ
独

自
の

園
芸

生
産

技
術

の
開

発
農

園
研

野
菜

，
情

報
経

営
，

花
き

・
果

樹

露
地

野
菜

，
情

報
，

花
き

，
果

樹
2

,0
7

4
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
消

費
者

・
実

需
者

の
要

望
に

基
づ

い
た

生
産

体
制

の
確

立
を

目
指

し
て

，
特

徴
的

な
生

産
体

系
を

生
み

出
す

技
術

シ
ー

ズ
（

端
境

期
生

産
等

）
や

消
費

者
・

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

を
図

る
。

２
　

農
畜

産
物

の
安

全
性

確
保

に
向

け
た

生
産

管
理

技
術

の
確

立

（
１

）
生

産
資

材
の

効
果

の
確

認
と

活
用

技
術

の
開

発
①

農
作

物
病

害
虫

防
除

等
の

新
農

薬
並

び
に

新
肥

料
資

材
効

果
確

認
試

験
古

試
作

物
栽

培
，

作
物

環
境

水
稲

，
大

豆
・

麦
，

土
壌

肥
料

，
虫

害
，

病
害

7
,4

9
7

受
託

令
和

４
年

　
新

農
薬

の
防

除
効

果
，

残
効

性
及

び
薬

害
発

生
，

新
肥

料
・

資
材

の
効

果
と

影
響

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

②
再

き
の

こ
廃

菌
床

を
利

用
し

た
野

菜
栽

培
資

材
の

開
発

農
園

研
野

菜
イ

チ
ゴ

5
,5

0
0

産
廃

税
令

和
２

年
～

４
年

　
き

の
こ

生
産

で
大

量
に

発
生

す
る

産
業

廃
棄

物
「

廃
菌

床
」

を
有

効
活

用
す

る
た

め
，

堆
肥

化
や

熱
処

理
を

行
い

，
野

菜
の

養
液

栽
培

用
有

機
質

培
地

等
と

し
て

の
利

用
を

検
討

す
る

。

③
農

作
物

病
害

虫
防

除
等

の
新

農
薬

並
び

に
新

肥
料

資
材

効
果

確
認

試
験

農
園

研
園

芸
環

境
，

野
菜

，
花

き
・

果
樹

虫
害

，
病

害
，

土
壌

環
境

，
イ

チ
ゴ

，
露

地
野

菜
，

施
設

野
菜

，
果

樹
5

,0
0

7
受

託
令

和
４

年

　
新

農
薬

の
防

除
効

果
，

残
効

性
及

び
薬

害
発

生
，

新
肥

料
・

資
材

の
効

果
と

影
響

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

④
再

コ
ー

ヒ
ー

粕
を

利
用

し
た

果
樹

栽
培

に
お

け
る

土
壌

改
良

方
法

及
び

マ
ル

チ
ン

グ
に

よ
る

雑
草

等
抑

制
効

果
の

検
討

農
園

研
花

き
・

果
樹

果
樹

3
,5

1
5

産
廃

税
令

和
３

年
～

７
年

　
モ

モ
，

イ
チ

ジ
ク

の
改

植
で

問
題

と
な

っ
て

い
る

連
作

障
害

症
状

抑
制

の
た

め
，

動
植

物
性

残
渣

の
コ

ー
ヒ

ー
粕

を
用

い
た

土
壌

改
良

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

マ
ル

チ
ン

グ
に

よ
る

の
雑

草
抑

制
効

果
及

び
ひ

こ
ば

え
発

生
抑

制
効

果
を

検
討

す
る

。

（
２

）
化

学
物

質
等

の
動

態
把

握
と

農
作

物
へ

の
吸

収
抑

制
対

策
技

術
の

開
発

①
超

低
カ

ド
ミ

ウ
ム

稲
を

用
い

た
汚

染
土

壌
対

策
の

実
証

古
試

作
物

環
境

環
境

化
学

3
6

1
事

業
令

和
元

年
～

５
年

　
カ

ド
ミ

ウ
ム

低
吸

収
性

稲
を

用
い

て
，

間
断

か
ん

が
い

条
件

下
で

汚
染

土
壌

に
お

け
る

低
カ

ド
ミ

ウ
ム

米
生

産
及

び
ヒ

素
吸

収
低

減
効

果
に

つ
い

て
現

地
試

験
で

実
証

す
る

。

②
水

稲
の

ヒ
素

吸
収

に
お

け
る

水
管

理
効

果
実

証
試

験
古

試
作

物
環

境
環

境
化

学
3

9
0

事
業

令
和

元
年

～
５

年

　
ト

レ
ー

ド
オ

フ
の

関
係

に
あ

る
水

稲
の

カ
ド

ミ
ウ

ム
と

ヒ
素

の
吸

収
を

水
管

理
と

東
北

2
2

8
号

を
併

用
す

る
こ

と
で

，
間

断
か

ん
が

い
条

件
下

で
両

方
の

吸
収

抑
制

効
果

を
実

証
す

る
。

③
国

産
農

産
物

中
の

か
び

毒
及

び
か

び
毒

類
縁

体
の

動
態

解
明

並
び

に
汚

染
の

防
止

及
び

低
減

に
関

す
る

研
究

古
試

作
物

環
境

病
害

1
,5

2
3

受
託

平
成

3
0

年
～

令
和

４
年

　
栽

培
の

環
境

要
因

が
小

麦
，

大
麦

の
か

び
毒

及
び

類
縁

体
の

蓄
積

性
に

及
ぼ

す
影

響
を

解
明

す
る

た
め

，
か

び
毒

の
分

析
，

解
析

に
必

要
な

様
々

な
濃

度
の

か
び

毒
を

保
有

す
る

サ
ン

プ
ル

を
作

出
す

る
。

④
再

カ
ド

ミ
ウ

ム
低

吸
収

性
イ

ネ
品

種
の

早
期

育
成

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

7
6

1
事

業
令

和
元

年
～

５
年

　
カ

ド
ミ

ウ
ム

汚
染

土
壌

水
田

に
お

け
る

水
稲

栽
培

で
，

カ
ド

ミ
ウ

ム
吸

収
抑

制
が

で
き

る
品

種
が

必
要

な
た

め
，

宮
城

県
で

の
栽

培
に

適
し

た
水

稲
品

種
を

育
成

す
る

。

⑤
再

寒
冷

地
中

部
向

き
の

複
合

抵
抗

性
を

有
す

る
C

d
低

吸
収

性
主

力
品

種
の

育
成

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

2
,1

0
1

受
託

平
成

3
0

年
～

令
和

４
年

　
寒

冷
地

中
部

向
き

の
中

生
主

力
品

種
「

ひ
と

め
ぼ

れ
」

を
遺

伝
背

景
と

し
、

o
s
n

ra
m

p
5

-2
と

と
も

に
、

耐
冷

性
の

Q
T

L
や

い
も

ち
病

の
圃

場
抵

抗
性

遺
伝

子
を

集
積

し
た

系
統

を
養

成
す

る
。

ま
た

、
両

系
統

の
交

配
に

よ
り

、
こ

れ
ら

の
遺

伝
子

を
集

積
し

た
固

定
系

統
を

育
成

す
る

。

⑥
除

染
後

牧
草

地
の

維
持

管
理

技
術

の
確

立
畜

試
草

地
飼

料
草

地
飼

料
，

環
境

資
源

9
4

8
県

単
，

受
託

令
和

元
年

～
５

年

　
草

地
管

理
の

違
い

に
よ

る
土

壌
中

カ
リ

ウ
ム

濃
度

を
把

握
す

る
と

と
も

に
,除

染
後

草
地

で
の

土
壌

成
分

の
回

復
を

図
る

施
肥

方
法

を
検

討
す

る
。

ま
た

,除
染

後
草

地
に

お
い

て
牧

草
へ

の
放

射
性

物
質

移
行

を
抑

制
で

き
る

栽
培

管
理

や
再

更
新

手
法

に
つ

い
て

検
証

す
る

。

Ⅱ
　

革
新

技
術

の
活

用
に

よ
る

戦
略

的
な

農
業

生
産

の
た

め
の

研
究

３
　

農
業

を
支

え
る

次
代

の
人

材
育

成
支

援
手

法
の

確
立

（
１

）
次

代
の

人
材

育
成

支
援

手
法

の
開

発
①

再
農

業
法

人
の

経
営

発
展

に
向

け
た

実
行

性
の

あ
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
手

法
の

検
討

農
園

研
情

報
経

営
情

報
3

4
2

県
単

令
和

２
年

～
４

年

　
農

業
分

野
に

お
け

る
戦

略
的

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

「
対

応
し

た
分

析
手

法
を

整
理

し
，

有
効

性
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

，
県

内
農

業
法

人
，

直
売

所
等

が
実

践
し

や
す

い
「

農
産

物
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

実
践

書
（

仮
）

」
を

作
成

し
，

販
売

力
強

化
を

支
援

す
る

。

新
規

次
代

へ
の

承
継

に
向

け
た

農
業

法
人

の
経

営
体

制
の

あ
り

方
と

，
効

果
的

な
支

援
手

法
の

解
明

農
園

研
情

報
経

営
，

野
菜

経
営

，
情

報
，

生
産

工
学

1
,0

9
1

県
単

令
和

４
年

～
６

年

次
世

代
に

向
け

た
農

業
経

営
体

制
の

あ
り

方
や

ワ
ザ

を
含

め
た

経
営

資
源

の
効

果
的

な
承

継
支

援
手

法
を

明
ら

か
に

す
る

。

４
　

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

明
確

に
定

め
た

新
品

種
育

成
と

新
品

目
導

入

（
１

）
水

稲
の

新
品

種
育

成
と

水
稲

・
麦

類
・

大
豆

の
優

良
品

種
の

選
定

①
水

稲
品

種
の

育
成

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

2
,0

2
5

県
単

平
成

2
3

年
～

　
米

の
消

費
減

退
，

米
価

下
落

、
需

要
の

多
様

化
、

産
地

間
競

争
の

激
化

な
ど

稲
作

を
巡

る
情

勢
は

厳
し

さ
を

増
し

て
お

り
，

本
県

で
の

栽
培

に
適

し
た

商
品

性
の

高
い

水
稲

品
種

を
開

発
す

る
こ

と
は

必
須

の
課

題
で

あ
る

。
こ

の
た

め
，

多
様

な
実

需
者

ニ
ー

ズ
や

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

で
き

る
水

稲
新

品
種

を
開

発
す

る
。

②
寒

冷
地

中
部

向
き

の
複

合
抵

抗
性

を
有

す
る

C
d
低

吸
収

性
主

力
品

種
の

育
成

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

2
,1

0
1

受
託

平
成

3
0

年
～

令
和

４
年

　
寒

冷
地

中
部

向
き

の
中

生
主

力
品

種
「

ひ
と

め
ぼ

れ
」

を
遺

伝
背

景
と

し
、

o
s
n

ra
m

p
5

-2
と

と
も

に
、

耐
冷

性
の

Q
T

L
や

い
も

ち
病

の
圃

場
抵

抗
性

遺
伝

子
を

集
積

し
た

系
統

を
養

成
す

る
。

ま
た

、
両

系
統

の
交

配
に

よ
り

、
こ

れ
ら

の
遺

伝
子

を
集

積
し

た
固

定
系

統
を

育
成

す
る

。

③
宮

城
県

に
適

し
た

超
多

収
水

稲
品

種
開

発
に

向
け

た
中

間
母

本
の

育
成

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

2
9

0
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
宮

城
県

に
お

い
て

超
多

収
と

な
る

水
稲

品
種

を
開

発
す

る
た

め
，

安
定

し
た

多
収

性
を

選
抜

指
標

と
し

て
系

統
の

養
成

・
選

抜
を

行
い

，
水

稲
中

間
母

本
を

育
成

す
る

。

④
カ

ド
ミ

ウ
ム

低
吸

収
性

イ
ネ

品
種

の
早

期
育

成
古

試
作

物
育

種
品

種
育

種
7

6
1

事
業

令
和

元
年

～
５

年

　
カ

ド
ミ

ウ
ム

汚
染

土
壌

水
田

に
お

け
る

水
稲

栽
培

で
，

カ
ド

ミ
ウ

ム
吸

収
抑

制
が

で
き

る
品

種
が

必
要

な
た

め
，

宮
城

県
で

の
栽

培
に

適
し

た
水

稲
品

種
を

育
成

す
る

。

⑤
精

緻
な

ゲ
ノ

ム
改

良
に

よ
る

低
コ

ス
ト

生
産

可
能

な
超

多
収

良
食

味
水

稲
品

種
の

育
成

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

7
,0

0
0

受
託

令
和

３
年

～
７

年

　
先

端
ゲ

ノ
ム

解
析

技
術

等
を

活
用

し
て

，
多

様
な

遺
伝

資
源

か
ら

同
定

し
た

収
量

等
の

農
業

形
質

に
関

与
す

る
遺

伝
子

領
域

を
「

ひ
と

め
ぼ

れ
」

ゲ
ノ

ム
に

集
積

し
，

玄
米

収
量

8
0

0
k
g
/1

0
a
以

上
で

低
コ

ス
ト

生
産

可
能

な
超

多
収

良
食

味
品

種
を

育
成

す
る

。

⑥
水

稲
優

良
品

種
決

定
調

査
古

試
作

物
育

種
品

種
評

価
5

8
5

県
単

昭
和

2
8

年
～

　
宮

城
県

に
適

す
る

水
稲

新
品

種
を

導
入

す
る

た
め

，
新

系
統

や
新

品
種

を
育

成
地

か
ら

取
り

寄
せ

，
予

備
調

査
で

特
性

の
概

要
を

把
握

し
，

本
調

査
（

場
内

試
験

，
現

地
調

査
）

で
本

県
へ

の
適

応
性

を
検

討
す

る
。

⑦
麦

類
･大

豆
の

加
工

適
性

を
重

視
し

た
品

種
選

定
と

栽
培

法
の

確
立

古
試

作
物

育
種

，
作

物
栽

培
品

種
評

価
，

大
豆

・
麦

7
0

9
県

単
平

成
2

1
年

～

　
本

県
に

適
す

る
麦

類
・

大
豆

の
優

良
品

種
の

選
定

や
栽

培
法

の
確

立
の

た
め

に
，

播
種

期
や

施
肥

量
な

ど
の

栽
培

条
件

及
び

加
工

適
性

を
調

査
す

る
。

（
２

）
園

芸
作

物
の

新
品

種
育

成
と

新
品

目
導

入
①

み
や

ぎ
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

育
成

農
園

研
野

菜
，

花
き

・
果

樹
，

園
芸

環
境

，
情

報
経

営

イ
チ

ゴ
，

露
地

野
菜

，
果

樹
，

遺
伝

子
工

学
，

情
報

9
1

6
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
本

県
の

園
芸

作
物

を
有

利
に

販
売

し
，

ブ
ラ

ン
ド

を
確

立
す

る
た

め
，

消
費

ニ
ー

ズ
や

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

，
全

国
に

情
報

発
信

で
き

る
宮

城
県

独
自

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

園
芸

品
種

の
育

成
を

図
る

。

②
野

菜
系

統
適

応
性

検
定

試
験

農
園

研
野

菜
イ

チ
ゴ

2
0

8
受

託
昭

和
5

3
年

～

　
農

研
機

構
や

国
が

指
定

し
た

公
設

試
で

育
成

さ
れ

た
イ

チ
ゴ

や
ト

マ
ト

な
ど

野
菜

の
優

良
系

統
に

つ
い

て
，

本
県

に
お

け
る

適
応

性
と

実
用

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

14



第
９

次
推

進
構

想
　

主
要

目
標

重
点

テ
ー

マ
研

究
領

域
個

別
課

題
名

機
関

担
当

部
担

当
チ

ー
ム

予
算

額
（

千
円

）
予

算
区

分
研

究
期

間
概

要

５
　

優
良

種
子

・
種

畜
の

安
定

供
給

体
制

の
強

化

（
１

）
水

稲
・

麦
類

・
大

豆
の

優
良

種
子

の
安

定
供

給
体

制
①

主
要

農
作

物
原

種
事

業
古

試
作

物
育

種
原

種
生

産
4

,0
0

0
事

業
昭

和
4

9
年

～

　
本

県
水

稲
・

麦
類

・
大

豆
の

市
場

評
価

向
上

に
資

す
る

た
め

，
宮

城
県

主
要

農
作

物
種

子
条

例
に

基
づ

き
，

原
原

種
系

統
栽

培
及

び
原

種
生

産
を

行
い

，
原

種
を

主
に

（
公

社
）

み
や

ぎ
農

業
振

興
公

社
を

通
し

て
，

特
定

種
子

生
産

者
等

に
供

給
す

る
。

（
２

）
園

芸
作

物
の

優
良

種
苗

の
安

定
供

給
体

制
①

園
芸

作
物

優
良

種
苗

供
給

事
業

農
園

研
野

菜
，

花
き

・
果

樹
イ

チ
ゴ

，
露

地
野

菜
，

果
樹

1
,4

0
0

事
業

昭
和

4
9

年
～

　
優

良
種

苗
の

供
給

に
よ

る
県

内
園

芸
生

産
の

振
興

を
図

る
た

め
，

イ
チ

ゴ
基

核
苗

及
び

県
育

成
園

芸
品

種
等

の
原

種
苗

生
産

を
行

う
。

（
３

）
優

良
種

畜
の

安
定

供
給

体
制

①
優

良
種

豚
供

給
体

制
の

確
立

畜
試

種
豚

家
き

ん
養

豚
家

き
ん

，
原

種
豚

2
6

,8
3

9
事

業
平

成
2

1
年

～

県
造

成
の

系
統

豚
「

し
も

ふ
り

レ
ッ

ド
」

，
「

ミ
ヤ

ギ
ノ

L
2

」
の

維
持

，
増

殖
を

行
い

，
県

独
自

の
銘

柄
豚

づ
く

り
を

推
進

す
る

。

②
本

県
産

系
統

豚
の

能
力

向
上

技
術

の
確

立
畜

試
種

豚
家

き
ん

原
種

豚
6

2
6

県
単

令
和

２
年

～
６

年

　
生

産
性

を
高

め
た

種
豚

を
県

内
養

豚
農

家
に

配
布

す
る

た
め

，
繁

殖
能

力
を

向
上

さ
せ

る
育

種
改

良
手

法
の

検
討

及
び

飼
養

管
理

技
術

の
開

発
を

行
う

。
ま

た
，

本
県

系
統

豚
か

ら
生

産
さ

れ
た

豚
肉

の
差

別
化

を
図

る
た

め
，

新
た

な
肉

質
評

価
指

標
を

探
索

す
る

。

③
肉

用
種

雄
牛

の
検

定
畜

試
酪

農
肉

牛
肉

牛
1

,0
7

4
事

業
昭

和
5

5
年

～

　
本

県
黒

毛
和

種
肉

用
牛

は
，

肉
質

面
で

高
い

評
価

を
得

て
い

る
が

，
そ

の
優

位
性

を
維

持
・

発
展

す
る

た
め

優
良

種
雄

牛
の

造
成

を
進

め
て

い
く

。

６
　

ア
グ

リ
テ

ッ
ク

の
推

進
に

向
け

た
農

業
生

産
技

術
の

確
立

（
１

）
Ｉ

Ｃ
Ｔ

・
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
等

の
活

用
技

術
の

開
発

①
水

田
に

お
け

る
ア

グ
リ

テ
ッ

ク
の

活
用

に
よ

る
新

た
な

栽
培

体
系

の
確

立
古

試
水

田
営

農
営

農
企

画
，

農
村

基
盤

1
,0

7
5

県
単

令
和

３
年

～
５

年

　
水

田
経

営
に

お
い

て
，

従
来

の
農

業
技

術
体

系
に

IC
T

・
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
農

業
技

術
を

導
入

し
た

場
合

の
効

果
に

つ
い

て
分

析
及

び
検

証
を

行
う

。

②
除

草
効

果
を

安
定

さ
せ

る
ほ

場
管

理
技

術
の

開
発

と
IC

T
の

活
用

古
試

作
物

栽
培

水
稲

，
大

豆
・

麦
5

6
4

県
単

令
和

２
年

～
６

年

　
作

業
方

法
と

ほ
場

状
態

の
変

化
や

ほ
場

状
態

と
除

草
効

果
の

関
係

を
明

ら
か

に
し

，
そ

の
結

果
を

数
値

化
や

画
像

化
す

る
こ

と
で

，
将

来
的

に
は

ほ
場

管
理

シ
ス

テ
ム

に
反

映
可

能
と

な
る

容
易

な
判

断
手

法
を

開
発

す
る

。
ま

た
，

侵
入

警
戒

の
視

点
か

ら
拡

大
・

蔓
延

の
危

険
性

が
高

い
雑

草
種

に
つ

い
て

広
域

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

新
規

除
草

剤
の

効
果

評
価

を
行

う
。

③
再

新
た

な
施

肥
法

に
よ

る
水

稲
穂

揃
期

葉
色

の
改

善
古

試
作

物
環

境
土

壌
肥

料
1

,1
1

1
県

単
令

和
２

年
～

４
年

　
水

稲
穂

揃
期

前
後

の
葉

色
が

期
待

葉
色

値
で

推
移

で
き

る
よ

う
，

追
肥

の
要

否
判

定
の

簡
易

化
，

ス
ピ

ー
ド

化
を

図
る

た
め

に
，

IC
T

・
A

I技
術

を
取

り
入

れ
た

生
育

診
断

法
を

確
立

す
る

。

④
高

軒
高

ハ
ウ

ス
を

活
用

し
た

果
菜

類
の

長
期

多
段

取
り

夏
越

し
栽

培
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
施

設
野

菜
3

,2
8

6
県

単
令

和
３

年
～

５
年

　
高

軒
高

ハ
ウ

ス
の

特
性

と
複

合
環

境
制

御
技

術
等

を
活

用
す

る
こ

と
で

，
夏

季
高

温
に

よ
る

生
理

障
害

等
を

回
避

す
る

，
安

定
し

た
長

期
多

段
取

り
夏

越
し

栽
培

技
術

を
開

発
・

実
証

す
る

。

⑤
施

設
野

菜
の

生
育

収
量

予
測

Ａ
Ｐ

Ｉ
に

お
け

る
多

品
種

対
応

技
術

の
開

発
農

園
研

野
菜

施
設

野
菜

1
,4

6
0

受
託

令
和

３
年

～
４

年

　
国

で
開

発
し

た
生

育
収

量
予

測
Ａ

Ｐ
Ｉ

を
ト

マ
ト

・
パ

プ
リ

カ
で

検
証

す
る

と
と

も
に

，
多

品
種

へ
対

応
可

能
と

な
る

よ
う

生
育

モ
デ

ル
係

数
を

取
得

す
る

。

⑥
パ

プ
リ

カ
生

産
現

場
に

お
け

る
栽

培
支

援
シ

ス
テ

ム
の

実
用

性
評

価
農

園
研

野
菜

生
産

工
学

2
,4

0
0

受
託

令
和

２
年

～
４

年

　
施

設
園

芸
で

は
環

境
制

御
技

術
の

導
入

が
進

ん
で

い
る

が
，

収
量

を
増

加
さ

せ
る

に
は

，
光

合
成

量
の

最
大

化
と

光
合

成
産

物
を

果
実

へ
最

適
に

分
配

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
光

合
成

量
に

合
わ

せ
て

生
育

状
態

を
制

御
す

る
た

め
の

技
術

を
確

立
す

る
。

⑦
ア

グ
リ

テ
ッ

ク
活

用
推

進
事

業
畜

試
酪

農
肉

牛
肉

牛
1

8
,1

6
9

事
業

令
和

３
年

～
６

年

　
「

仙
台

牛
」

の
食

味
や

お
い

し
さ

に
関

連
す

る
脂

肪
酸

組
成

等
に

つ
い

て
，

新
た

な
価

値
と

化
学

的
指

標
を

構
築

す
る

。
ま

た
，

遺
伝

子
情

報
の

利
用

に
よ

る
改

良
手

法
を

開
発

す
る

と
と

も
に

，
「

仙
台

牛
」

の
需

要
・

生
産

の
拡

大
と

「
仙

台
牛

」
の

素
牛

の
改

良
速

度
を

向
上

さ
せ

る
。

（
２

）
省

力
・

低
コ

ス
ト

・
軽

労
化

技
術

の
開

発
①

水
稲

乾
田

直
播

栽
培

に
お

け
る

播
種

の
早

期
栽

培
（

初
冬

直
播

）
技

術
開

発
と

実
証

古
試

作
物

栽
培

水
稲

2
,5

0
0

受
託

令
和

３
年

～
５

年

　
少

雪
地

域
に

あ
る

本
県

の
気

象
条

件
を

利
用

し
て

，
初

冬
か

ら
春

ま
で

の
農

閑
期

に
播

種
作

業
を

行
う

新
た

な
直

播
栽

培
「

初
冬

直
播

き
栽

培
」

を
開

発
す

る
。

②
大

規
模

水
田

輪
作

に
お

け
る

高
位

安
定

生
産

技
術

の
開

発
・

実
証

古
試

作
物

栽
培

大
豆

・
麦

1
,3

8
5

受
託

令
和

３
年

～
７

年

　
現

在
開

発
中

の
大

豆
用

高
速

畝
立

て
播

種
機

を
用

い
て

，
省

力
的

な
事

前
耕

起
方

法
や

高
速

播
種

作
業

体
系

を
開

発
す

る
。

７
　

農
畜

産
物

の
高

品
質

・
高

収
益

生
産

技
術

の
確

立

（
１

）
水

稲
・

麦
類

・
大

豆
の

高
品

質
・

高
単

収
生

産
技

術
の

開
発

①
実

需
対

応
型

新
み

や
ぎ

米
の

安
定

生
産

技
術

の
確

立
古

試
作

物
栽

培
水

稲
2

,3
5

3
事

業
令

和
３

年
～

４
年

県
産

ブ
ラ

ン
ド

米
「

金
の

い
ぶ

き
」

や
業

務
米

等
，

近
年

需
要

が
高

ま
っ

て
い

る
品

種
に

つ
い

て
，

栽
培

特
性

を
把

握
し

栽
培

法
を

確
立

す
る

と
と

も
に

，
普

及
が

進
ん

で
い

る
プ

ラ
ウ

耕
グ

レ
ン

ド
リ

ル
体

系
の

乾
田

直
播

栽
培

の
栽

培
特

性
を

把
握

し
，

施
肥

法
の

改
善

等
で

さ
ら

な
る

普
及

拡
大

に
資

す
る

。

新
規

気
候

変
動

に
対

応
し

た
「

高
品

質
宮

城
米

」
安

定
生

産
を

図
る

た
め

の
栽

培
方

法
の

確
立

古
試

作
物

栽
培

水
稲

1
,1

1
5

県
単

令
和

４
年

～
８

年

主
力

品
種

で
あ

る
「

ひ
と

め
ぼ

れ
」

，
「

サ
サ

ニ
シ

キ
」

を
対

象
に

，
気

象
変

動
等

の
様

々
な

条
件

下
で

も
高

品
質

安
定

生
産

可
能

な
栽

培
方

法
と

栽
培

支
援

方
法

を
検

討
し

栽
培

技
術

を
確

立
す

る
。

②
新

た
な

施
肥

法
に

よ
る

水
稲

穂
揃

期
葉

色
の

改
善

古
試

作
物

環
境

土
壌

肥
料

1
,0

5
4

県
単

令
和

２
年

～
４

年

　
水

稲
穂

揃
期

の
葉

色
が

期
待

葉
色

値
を

維
持

で
き

る
よ

う
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
技

術
を

用
い

た
葉

色
診

断
等

も
活

用
し

な
が

ら
出

穂
期

前
後

の
新

た
な

施
肥

法
を

開
発

す
る

。

③
再

麦
類

･大
豆

の
加

工
適

性
を

重
視

し
た

品
種

選
定

と
栽

培
法

の
確

立
古

試
作

物
育

種
，

作
物

栽
培

品
種

評
価

，
大

豆
・

麦
7

6
7

県
単

平
成

1
9

年
～

　
本

県
に

適
す

る
麦

類
・

大
豆

の
優

良
品

種
の

選
定

や
栽

培
法

の
確

立
の

た
め

に
，

播
種

期
や

施
肥

量
な

ど
の

栽
培

条
件

及
び

加
工

適
性

を
調

査
す

る
。

④
再

国
産

農
産

物
中

の
か

び
毒

及
び

か
び

毒
類

縁
体

の
動

態
解

明
並

び
に

汚
染

の
防

止
及

び
低

減
に

関
す

る
研

究
古

試
作

物
環

境
病

害
1

,5
2

3
受

託
平

成
3

0
年

～
令

和
４

年

　
栽

培
の

環
境

要
因

が
小

麦
，

大
麦

の
か

び
毒

及
び

類
縁

体
の

蓄
積

性
に

及
ぼ

す
影

響
を

解
明

す
る

た
め

，
か

び
毒

の
分

析
，

解
析

に
必

要
な

様
々

な
濃

度
の

か
び

毒
を

保
有

す
る

サ
ン

プ
ル

を
作

出
す

る
。

（
２

）
野

菜
・

花
き

・
果

樹
の

高
品

質
・

高
単

収
生

産
技

術
の

開
発

①
み

や
ぎ

独
自

の
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
，

情
報

経
営

，
花

き
・

果
樹

露
地

野
菜

，
情

報
，

花
き

，
果

樹
2

,0
7

4
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
消

費
者

・
実

需
者

の
要

望
に

基
づ

い
た

生
産

体
制

の
確

立
を

目
指

し
て

，
特

徴
的

な
生

産
体

系
を

生
み

出
す

技
術

シ
ー

ズ
（

端
境

期
生

産
等

）
や

消
費

者
・

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

を
図

る
。

新
規

イ
チ

ゴ
産

地
拡

大
及

び
収

量
向

上
の

た
め

の
作

期
拡

大
技

術
の

確
立

農
園

研
野

菜
，

情
報

経
営

イ
チ

ゴ
，

情
報

1
,2

5
2

県
単

令
和

４
年

～
６

年

　
に

こ
に

こ
ベ

リ
ー

の
特

性
を

活
か

し
た

環
境

制
御

に
よ

る
増

収
技

術
と

育
苗

作
業

の
省

力
化

に
よ

る
安

定
生

産
技

術
を

検
討

し
，

イ
チ

ゴ
産

地
の

拡
大

・
育

成
を

目
指

す
。

新
規

超
多

収
を

可
能

に
す

る
果

樹
の

新
た

な
樹

形
の

検
討

農
園

研
花

き
・

果
樹

，
野

菜
果

樹
，

生
産

工
学

1
,8

2
4

県
単

令
和

４
年

～
８

年

　
単

位
面

積
あ

た
り

の
収

量
倍

増
を

目
指

し
，

リ
ン

ゴ
は

ジ
ョ

イ
ン

ト
樹

形
を

改
良

し
た

新
た

な
樹

形
，

日
本

な
し

は
既

存
棚

を
活

用
し

苗
の

育
成

を
簡

略
化

し
た

ジ
ョ

イ
ン

ト
栽

培
方

法
を

検
討

す
る

。
ま

た
，

新
た

な
樹

形
に

適
し

た
省

力
化

器
具

の
開

発
や

作
業

体
系

の
構

築
を

行
う

。

②
再

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
暖

房
機

の
施

設
園

芸
分

野
へ

の
利

用
促

進
事

業
農

園
研

野
菜

イ
チ

ゴ
5

,0
0

0
環

境
税

令
和

３
年

～
７

年

　
冬

期
の

施
設

園
芸

に
お

い
て

，
間

伐
材

を
利

用
し

た
暖

房
機

と
重

油
暖

房
機

を
併

用
し

た
場

合
の

加
温

効
果

及
び

燃
油

削
減

効
果

の
確

認
と

安
定

し
た

収
量

及
び

品
質

の
確

保
に

つ
い

て
検

討
し

，
施

設
園

芸
生

産
者

の
経

営
強

化
を

目
指

す
。

③
再

高
軒

高
ハ

ウ
ス

を
活

用
し

た
果

菜
類

の
長

期
多

段
取

り
夏

越
し

栽
培

技
術

の
開

発
農

園
研

野
菜

施
設

野
菜

3
,2

8
6

県
単

令
和

３
年

～
５

年

　
高

軒
高

ハ
ウ

ス
の

特
性

と
複

合
環

境
制

御
技

術
等

を
活

用
す

る
こ

と
で

，
夏

季
高

温
に

よ
る

生
理

障
害

等
を

回
避

す
る

，
安

定
し

た
長

期
多

段
取

り
夏

越
し

栽
培

技
術

を
開

発
・

実
証

す
る

。

④
再

施
設

野
菜

の
生

育
収

量
予

測
Ａ

Ｐ
Ｉ

に
お

け
る

多
品

種
対

応
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
施

設
野

菜
1

,4
6

0
受

託
令

和
３

年
～

４
年

　
国

で
開

発
し

た
生

育
収

量
予

測
Ａ

Ｐ
Ｉ

を
ト

マ
ト

・
パ

プ
リ

カ
で

検
証

す
る

と
と

も
に

，
多

品
種

へ
対

応
可

能
と

な
る

よ
う

生
育

モ
デ

ル
係

数
を

取
得

す
る

。
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第
９

次
推

進
構

想
　

主
要

目
標

重
点

テ
ー

マ
研

究
領

域
個

別
課

題
名

機
関

担
当

部
担

当
チ

ー
ム

予
算

額
（

千
円

）
予

算
区

分
研

究
期

間
概

要

⑤
再

主
要

露
地

栽
培

に
関

す
る

気
候

変
動

適
応

技
術

開
発

事
業

農
園

研
野

菜
露

地
野

菜
4

,0
0

0
環

境
税

令
和

３
年

～
７

年

　
気

候
変

動
に

よ
り

，
県

内
野

菜
産

地
で

は
従

来
の

作
型

で
は

生
育

の
ズ

レ
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

現
状

の
気

象
条

件
に

適
応

す
る

新
し

い
作

型
，

品
種

，
栽

培
方

法
を

策
定

し
，

高
品

質
な

野
菜

の
安

定
供

給
を

推
進

す
る

。

⑥
寒

冷
地

に
適

し
た

環
境

制
御

に
よ

る
花

き
の

高
品

質
・

安
定

生
産

技
術

の
開

発
農

園
研

花
き

・
果

樹
花

き
1

,0
9

5
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
県

内
版

花
き

の
高

品
質

・
安

定
生

産
技

術
体

系
を

確
立

す
る

た
め

，
キ

ク
類

，
カ

ー
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
冬

季
の

炭
酸

ガ
ス

施
用

技
術

，
キ

ク
類

の
よ

り
省

力
・

低
コ

ス
ト

な
暗

期
中

断
に

よ
る

生
産

技
術

，
鉢

物
類

，
花

壇
用

苗
物

類
の

物
理

的
刺

激
を

利
用

し
た

わ
い

化
技

術
を

開
発

す
る

。

⑦
省

力
樹

形
に

適
し

た
果

樹
品

種
・

系
統

の
選

定
と

最
適

な
栽

培
管

理
方

法
の

開
発

（
リ

ン
ゴ

）
農

園
研

花
き

・
果

樹
果

樹
1

,1
0

0
受

託
令

和
３

年
～

５
年

　
ジ

ョ
イ

ン
ト

Ｖ
字

樹
形

を
用

い
て

品
種

を
変

え
た

栽
培

試
験

を
行

い
，

省
力

樹
形

向
き

の
品

種
特

性
を

明
ら

か
に

す
る

。
ま

た
，

ジ
ョ

イ
ン

ト
Ｖ

字
樹

形
を

用
い

て
さ

ら
に

生
産

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
，

植
物

生
育

調
節

剤
等

を
用

い
た

省
力

的
な

着
果

管
理

方
法

を
検

討
す

る
。

（
３

）
畜

産
物

の
高

収
益

化
に

向
け

た
飼

養
管

理
技

術
の

開
発

①
乳

牛
の

生
涯

生
産

性
向

上
の

た
め

の
飼

養
管

理
方

法
の

開
発

畜
試

酪
農

肉
牛

乳
牛

3
,4

3
5

県
単

，
受

託
平

成
2

9
年

～
令

和
４

年

　
乳

用
牛

の
飼

養
管

理
技

術
・

周
産

期
病

等
の

疾
病

対
策

技
術

の
向

上
の

た
め

，
プ

ロ
バ

イ
オ

テ
ィ

ク
ス

飼
料

給
与

に
よ

る
免

疫
機

能
向

上
及

び
乳

房
炎

発
症

予
防

に
関

す
る

試
験

研
究

等
を

行
う

。

②
効

率
的

な
黒

毛
和

種
種

雄
牛

造
成

と
そ

の
活

用
法

に
関

す
る

研
究

畜
試

酪
農

肉
牛

肉
牛

，
ﾊﾞ

ｲｵ
ﾃｸ

ﾉﾛ
ｼﾞ

ｰ研
究

5
9

6
県

単
平

成
1

5
年

～

　
種

雄
牛

の
造

成
・

選
抜

に
は

，
長

い
期

間
と

多
く

の
費

用
を

要
す

る
。

そ
の

た
め

，
子

牛
市

場
の

体
尺

測
定

値
，

食
肉

市
場

の
産

肉
成

績
，

さ
ら

に
体

外
授

精
技

術
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
，

短
期

で
効

率
的

な
種

雄
牛

能
力

評
価

法
を

開
発

す
る

。

８
　

大
規

模
園

芸
産

地
を

実
現

す
る

栽
培

管
理

技
術

の
確

立

（
１

）
大

規
模

露
地

園
芸

に
お

け
る

栽
培

管
理

技
術

の
開

発
①

再
み

や
ぎ

独
自

の
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
，

情
報

経
営

，
花

き
・

果
樹

露
地

野
菜

，
情

報
，

花
き

，
果

樹
2

,0
7

4
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
消

費
者

・
実

需
者

の
要

望
に

基
づ

い
た

生
産

体
制

の
確

立
を

目
指

し
て

，
特

徴
的

な
生

産
体

系
を

生
み

出
す

技
術

シ
ー

ズ
（

端
境

期
生

産
等

）
や

消
費

者
・

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

を
図

る
。

新
規

水
田

を
活

用
し

た
大

規
模

露
地

園
芸

推
進

事
業

農
園

研
，

古
試

野
菜

，
園

芸
環

境
，

情
報

経
営

，
水

田
営

農

露
地

野
菜

，
土

壌
環

境
，

経
営

，
情

報
，

農
村

基
盤

1
,3

9
5

県
単

　
事

業
令

和
４

年
～

６
年

　
水

田
に

お
け

る
園

芸
生

産
に

向
け

た
排

水
対

策
や

水
田

土
壌

に
適

し
た

栽
培

技
術

の
検

討
と

湿
害

リ
ス

ク
等

排
水

性
指

標
作

成
の

た
め

の
デ

ー
タ

を
収

集
し

，
大

規
模

露
地

園
芸

経
営

モ
デ

ル
を

作
成

す
る

。

新
規

水
田

作
エ

ダ
マ

メ
生

産
の

た
め

の
排

水
対

策
，

品
種

，
栽

培
様

式
の

検
討

農
園

研
野

菜
露

地
野

菜
3

9
3

受
託

令
和

４
年

～
５

年

水
田

を
活

用
し

た
エ

ダ
マ

メ
生

産
振

興
の

た
め

，
効

果
的

な
排

水
対

策
や

機
械

収
穫

に
適

し
た

品
種

等
を

検
討

す
る

。

（
２

）
先

進
的

施
設

園
芸

に
お

け
る

栽
培

管
理

技
術

の
開

発
①

再
持

続
可

能
な

農
業

生
産

と
高

い
生

産
性

を
両

立
す

る
環

境
制

御
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
生

産
工

学
4

3
6

県
単

令
和

３
年

～
５

年

　
施

設
園

芸
に

お
い

て
，

高
い

生
産

性
を

維
持

し
な

が
ら

，
環

境
負

荷
低

減
を

実
現

で
き

る
環

境
制

御
手

法
を

検
討

す
る

。

９
　

遺
伝

子
情

報
や

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

実
用

技
術

の
確

立

（
１

）
遺

伝
子

情
報

と
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
実

用
技

術
の

開
発

①
水

稲
葯

培
養

に
よ

る
画

期
的

新
品

種
の

開
発

古
試

作
物

育
種

品
種

育
種

3
9

7
県

単
平

成
1

4
年

～

　
全

国
作

付
け

品
種

の
ほ

と
ん

ど
が

、
良

食
味

米
で

あ
る

も
の

の
病

気
や

倒
伏

に
弱

く
、

安
定

し
た

生
産

が
課

題
で

あ
る

。
ま

た
，

登
熟

期
の

高
温

に
よ

る
品

質
低

下
な

ど
，

気
候

変
動

に
対

応
す

る
品

種
育

成
は

急
務

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

，
品

種
育

成
の

期
間

を
短

縮
の

た
め

，
葯

培
養

に
よ

り
固

定
系

統
を

作
出

し
，

現
状

の
水

稲
生

産
の

課
題

と
あ

わ
せ

，
変

化
す

る
市

場
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
品

種
を

早
急

に
開

発
す

る
。

②
再

精
緻

な
ゲ

ノ
ム

改
良

に
よ

る
低

コ
ス

ト
生

産
可

能
な

超
多

収
良

食
味

水
稲

品
種

の
育

成
古

試
作

物
育

種
品

種
育

種
7

,0
0

0
受

託
令

和
３

年
～

７
年

　
先

端
ゲ

ノ
ム

解
析

技
術

等
を

活
用

し
て

，
多

様
な

遺
伝

資
源

か
ら

同
定

し
た

収
量

等
の

農
業

形
質

に
関

与
す

る
遺

伝
子

領
域

を
「

ひ
と

め
ぼ

れ
」

ゲ
ノ

ム
に

集
積

し
，

玄
米

収
量

8
0

0
k
g
/1

0
a
以

上
で

低
コ

ス
ト

生
産

可
能

な
超

多
収

良
食

味
品

種
を

育
成

す
る

。

③
病

害
診

断
に

お
け

る
遺

伝
子

解
析

技
術

の
開

発
と

活
用

農
園

研
園

芸
環

境
遺

伝
子

工
学

1
,0

2
7

県
単

平
成

3
0

年
～

令
和

４
年

　
県

内
ほ

場
に

お
け

る
植

物
ウ

イ
ル

ス
の

発
生

実
態

を
調

査
す

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

に
開

発
し

た
検

出
技

術
が

活
用

可
能

で
実

用
的

な
診

断
技

術
で

あ
る

か
を

診
断

業
務

の
中

で
確

認
し

，
必

要
に

応
じ

改
良

す
る

。
ウ

リ
科

野
菜

ウ
イ

ル
ス

病
の

被
害

軽
減

対
策

の
た

め
，

ウ
イ

ル
ス

弱
毒

株
接

種
苗

の
各

ウ
イ

ル
ス

に
対

す
る

効
果

を
検

証
す

る
。

ア
ブ

ラ
ナ

科
野

菜
根

こ
ぶ

病
菌

の
被

害
軽

減
対

策
の

た
め

，
抵

抗
性

品
種

を
導

入
し

，
薬

剤
と

組
み

合
わ

せ
た

場
合

の
菌

密
度

低
減

効
果

を
検

証
す

る
。

④
高

度
抵

抗
性

ア
ブ

ラ
ナ

科
野

菜
品

種
の

育
成

農
園

研
園

芸
環

境
遺

伝
子

工
学

3
,0

0
0

受
託

平
成

3
0

年
～

令
和

４
年

　
国

内
の

重
要

な
野

菜
で

あ
る

白
菜

や
小

松
菜

に
お

い
て

, 
黄

病
抵

抗
性

 （
Y

R
）

 小
松

菜
品

種
, 
極

根
こ

ぶ
病

抵
抗

性
 （

C
R

）
 白

菜
品

種
, 
白

さ
び

病
抵

抗
性

 （
W

R
）

 白
菜

・
小

松
菜

品
種

, 
高

度
病

害
抵

抗
性

 （
Y

C
W

R
）

 白
菜

品
種

を
開

発
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

ま
た

, 
新

規
D

N
A

マ
ー

カ
ー

の
開

発
と

効
率

的
な

D
N

A
マ

ー
カ

ー
選

抜
手

法
の

構
築

を
目

標
と

す
る

。

⑤
イ

ム
ノ

シ
ン

バ
イ

オ
テ

ィ
ク

ス
と

D
N

A
マ

ー
カ

ー
に

よ
る

豚
の

腸
内

環
境

改
善

を
介

す
る

抗
病

性
向

上
手

法
の

開
発

事
業

畜
試

種
豚

家
き

ん
原

種
豚

，
養

豚
家

き
ん

3
,0

0
0

受
託

令
和

３
年

～
５

年

　
総

合
的

な
豚

抗
病

性
向

上
手

法
の

確
立

の
た

め
，

ワ
カ

メ
粉

末
と

乳
酸

菌
を

融
合

し
た

飼
料

に
よ

る
豚

の
免

疫
能

向
上

と
腸

内
環

境
改

善
に

つ
い

て
検

証
を

行
う

と
と

も
に

，
免

疫
に

関
与

す
る

D
N

A
マ

ー
カ

ー
の

多
型

が
腸

内
環

境
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

⑥
Ｄ

Ｎ
Ａ

多
型

マ
ー

カ
ー

と
家

畜
の

生
産

形
質

及
び

遺
伝

的
疾

患
等

と
の

関
連

に
関

す
る

研
究

畜
試

酪
農

肉
牛

，
種

豚
家

き
ん

肉
牛

，
養

豚
家

き
ん

，
原

種
豚

1
,4

1
6

県
単

平
成

８
年

～

　
経

済
形

質
の

優
れ

た
家

畜
の

改
良

・
増

殖
に

よ
る

畜
産

の
生

産
性

向
上

を
実

現
す

る
た

め
，

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
技

術
の

実
用

化
を

推
進

す
る

。

⑦
再

効
率

的
な

黒
毛

和
種

種
雄

牛
造

成
と

そ
の

活
用

法
に

関
す

る
研

究
畜

試
酪

農
肉

牛
肉

牛
，

ﾊﾞ
ｲｵ

ﾃｸ
ﾉﾛ

ｼﾞ
ｰ研

究
5

9
6

県
単

平
成

1
5

年
～

　
種

雄
牛

の
造

成
・

選
抜

に
は

，
長

い
期

間
と

多
く

の
費

用
を

要
す

る
。

そ
の

た
め

，
子

牛
市

場
の

体
尺

測
定

値
，

食
肉

市
場

の
産

肉
成

績
，

さ
ら

に
体

外
授

精
技

術
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
，

短
期

で
効

率
的

な
種

雄
牛

能
力

評
価

法
を

開
発

す
る

。

⑧
再

ア
グ

リ
テ

ッ
ク

活
用

推
進

事
業

畜
試

酪
農

肉
牛

肉
牛

1
8

,1
6

9
事

業
令

和
３

年
～

６
年

　
「

仙
台

牛
」

の
食

味
や

お
い

し
さ

に
関

連
す

る
脂

肪
酸

組
成

等
に

つ
い

て
，

新
た

な
価

値
と

化
学

的
指

標
を

構
築

す
る

。
ま

た
，

遺
伝

子
情

報
の

利
用

に
よ

る
改

良
手

法
を

開
発

す
る

と
と

も
に

，
「

仙
台

牛
」

の
需

要
・

生
産

の
拡

大
と

「
仙

台
牛

」
の

素
牛

の
改

良
速

度
を

向
上

さ
せ

る
。

⑨
黒

毛
和

種
の

肉
質

差
別

化
指

標
開

発
と

ゲ
ノ

ミ
ッ

ク
評

価
手

法
の

高
度

化
に

よ
る

肉
質

・
繁

殖
能

力
の

改
良

技
術

の
開

発
畜

試
酪

農
肉

牛
肉

牛
4

5
0

受
託

令
和

３
年

～
５

年

　
黒

毛
和

種
牛

肉
の

「
匂

い
」

の
評

価
指

標
開

発
と

遺
伝

子
情

報
を

利
用

し
た

肉
質

の
ゲ

ノ
ミ

ッ
ク

評
価

指
標

を
確

立
す

る
た

め
，

和
牛

肉
の

官
能

特
性

に
関

連
す

る
脂

肪
酸

組
成

の
デ

ー
タ

を
用

い
て

，
飼

養
環

境
の

情
報

も
加

味
し

て
肉

質
形

質
の

ゲ
ノ

ミ
ッ

ク
評

価
手

法
を

確
立

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

⑩
牛

受
精

卵
移

植
技

術
の

実
証

畜
試

酪
農

肉
牛

ﾊﾞ
ｲｵ

ﾃｸ
ﾉﾛ

ｼﾞ
ｰ研

究
3

,5
3

2
事

業
昭

和
5

8
年

～

　
牛

の
改

良
・

増
殖

を
効

率
的

に
促

進
す

る
技

術
で

あ
る

受
精

卵
移

植
に

つ
い

て
，

過
剰

排
卵

処
理

の
簡

易
化

及
び

受
胚

牛
の

受
胎

率
向

上
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

⑪
哺

乳
動

物
の

フ
リ

ー
ズ

ド
ラ

イ
細

胞
に

よ
る

遺
伝

資
源

保
存

及
び

発
生

機
構

の
探

求
畜

試
酪

農
肉

牛
ﾊﾞ

ｲｵ
ﾃｸ

ﾉﾛ
ｼﾞ

ｰ研
究

6
5

0
受

託
平

成
3

0
年

～
令

和
４

年

　
フ

リ
ー

ズ
ド

ラ
イ

は
食

品
や

医
薬

品
の

安
定

保
存

技
術

と
し

て
実

用
化

さ
れ

て
い

る
が

、
貴

重
な

種
雄

牛
精

子
を

保
存

す
る

意
義

か
ら

、
精

子
の

フ
リ

ー
ズ

ド
ラ

イ
を

実
施

し
，

顕
微

授
精

に
よ

る
胚

生
産

，
産

子
生

産
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

新
規

市
販

培
地

を
活

用
し

た
ウ

シ
体

外
受

精
卵

作
出

の
検

討
畜

試
酪

農
肉

牛
ﾊﾞ

ｲｵ
ﾃｸ

ﾉﾛ
ｼﾞ

ｰ研
究

1
,0

0
0

受
託

令
和

４
年

～

　
体

外
受

精
に

用
い

る
培

地
は

実
施

機
関

で
，

自
作

ま
た

は
購

入
後

に
修

正
し

利
用

し
て

い
る

た
め

，
培

地
調

整
に

手
間

が
か

か
る

。
そ

こ
で

，
市

販
培

地
と

自
作

培
地

で
体

外
受

精
を

実
施

し
，

体
外

受
精

実
施

後
の

胚
発

生
成

績
，

胚
の

耐
凍

性
，

受
精

卵
移

植
に

よ
る

受
胎

性
な

ど
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

1
0

　
生

産
基

盤
の

管
理

技
術

と
農

地
の

高
度

利
用

技
術

の
確

立

（
１

）
生

産
基

盤
の

管
理

技
術

の
開

発
①

水
田

に
お

け
る

高
収

益
作

物
を

導
入

す
る

た
め

の
排

水
改

良
技

術
の

検
討

古
試

水
田

営
農

農
村

基
盤

1
,5

7
8

事
業

令
和

３
年

～
５

年

　
水

田
に

園
芸

作
物

を
導

入
す

る
た

め
，

農
家

自
身

で
実

施
で

き
る

レ
ベ

ル
で

の
排

水
改

良
技

術
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

②
再

田
ん

ぼ
ダ

ム
実

証
地

区
に

お
け

る
効

果
の

検
証

古
試

水
田

営
農

農
村

基
盤

2
,5

7
8

事
業

令
和

３
年

～
５

年

　
近

年
，

総
合

治
水

対
策

の
一

つ
と

し
て

，
田

ん
ぼ

ダ
ム

の
取

組
み

が
注

目
さ

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

，
県

で
設

置
し

た
モ

デ
ル

地
区

に
お

い
て

，
排

水
解

析
に

必
要

な
流

量
観

測
、

田
ん

ぼ
ダ

ム
の

効
果

検
証

，
耕

作
者

が
管

理
し

や
す

い
遠

隔
給

排
水

栓
や

角
落

し
の

構
造

を
検

討
し

田
ん

ぼ
ダ

ム
の

推
進

を
図

る
。
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第
９

次
推

進
構

想
　

主
要

目
標

重
点

テ
ー

マ
研

究
領

域
個

別
課

題
名

機
関

担
当

部
担

当
チ

ー
ム

予
算

額
（

千
円

）
予

算
区

分
研

究
期

間
概

要

（
２

）
農

地
の

高
度

利
用

に
向

け
た

栽
培

技
術

の
開

発
①

再
み

や
ぎ

独
自

の
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
，

情
報

経
営

，
花

き
・

果
樹

露
地

野
菜

，
情

報
，

花
き

，
果

樹
2

,0
7

4
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
消

費
者

・
実

需
者

の
要

望
に

基
づ

い
た

生
産

体
制

の
確

立
を

目
指

し
て

，
特

徴
的

な
生

産
体

系
を

生
み

出
す

技
術

シ
ー

ズ
（

端
境

期
生

産
等

）
や

消
費

者
・

実
需

者
の

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
園

芸
生

産
技

術
の

開
発

を
図

る
。

新 規 再
水

田
を

活
用

し
た

大
規

模
露

地
園

芸
推

進
事

業
農

園
研

，
古

試

野
菜

，
園

芸
環

境
，

情
報

経
営

，
水

田
営

農

露
地

野
菜

，
土

壌
環

境
，

経
営

，
情

報
，

農
村

基
盤

1
,3

9
5

県
単

　
事

業
令

和
４

年
～

６
年

　
水

田
に

お
け

る
園

芸
生

産
に

向
け

た
排

水
対

策
や

水
田

土
壌

に
適

し
た

栽
培

技
術

の
検

討
と

湿
害

リ
ス

ク
等

排
水

性
指

標
作

成
の

た
め

の
デ

ー
タ

を
収

集
し

，
大

規
模

露
地

園
芸

経
営

モ
デ

ル
を

作
成

す
る

。

③
飼

料
作

物
・

牧
草

適
応

品
種

の
選

定
畜

試
草

地
飼

料
草

地
飼

料
6

7
4

県
単

，
受

託
昭

和
5

7
年

～

　
県

内
に

お
け

る
自

給
飼

料
生

産
の

安
定

化
に

資
す

る
た

め
，

飼
料

作
物

・
牧

草
有

望
品

種
の

適
応

性
等

を
調

査
し

，
奨

励
品

種
候

補
を

選
定

す
る

。

新
規

子
実

用
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
の

水
田

に
お

け
る

栽
培

技
術

の
確

立
畜

試
草

地
飼

料
草

地
飼

料
3

4
0

受
託

令
和

４
年

～
５

年

　
水

田
や

畑
に

お
け

る
輪

作
体

系
で

の
地

力
低

下
や

連
作

障
害

対
策

と
し

て
、

子
実

用
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
を

導
入

し
、

濃
厚

飼
料

原
料

と
し

て
の

取
り

組
み

を
支

援
す

る
た

め
、

水
田

に
お

け
る

栽
培

技
術

を
確

立
す

る
。

Ⅲ
　

持
続

可
能

な
農

業
生

産
環

境
の

構
築

に
向

け
た

研
究

1
1

　
農

業
生

産
環

境
の

維
持

・
向

上
の

た
め

の
技

術
の

確
立

（
１

）
環

境
に

配
慮

し
た

農
畜

産
物

の
生

産
管

理
に

向
け

た
技

術
の

開
発

①
メ

タ
ン

発
酵

消
化

液
の

作
物

栽
培

へ
の

利
用

古
試

，
農

園
研

作
物

環
境

，
園

芸
環

境
土

壌
肥

料
，

土
壌

環
境

6
,5

0
0

産
廃

税
平

成
2

8
年

～
令

和
４

年

　
食

品
廃

棄
物

等
を

原
料

と
す

る
メ

タ
ン

発
酵

施
設

か
ら

副
産

物
と

し
て

発
生

す
る

消
化

液
の

有
効

利
用

を
図

る
た

め
，

液
状

肥
料

と
し

て
の

活
用

を
検

討
す

る
。

②
き

の
こ

廃
菌

床
を

利
用

し
た

野
菜

栽
培

資
材

の
開

発
農

園
研

野
菜

イ
チ

ゴ
5

,5
0

0
産

廃
税

令
和

２
年

～
４

年

　
き

の
こ

生
産

で
大

量
に

発
生

す
る

産
業

廃
棄

物
「

廃
菌

床
」

を
有

効
活

用
す

る
た

め
，

堆
肥

化
や

熱
処

理
を

行
い

，
野

菜
の

養
液

栽
培

用
有

機
質

培
地

等
と

し
て

の
利

用
を

検
討

す
る

。

③
再

持
続

可
能

な
農

業
生

産
と

高
い

生
産

性
を

両
立

す
る

環
境

制
御

技
術

の
開

発
農

園
研

野
菜

生
産

工
学

4
3

6
県

単
令

和
３

年
～

５
年

　
施

設
園

芸
に

お
い

て
，

高
い

生
産

性
を

維
持

し
な

が
ら

，
環

境
負

荷
低

減
を

実
現

で
き

る
環

境
制

御
手

法
を

検
討

す
る

。

④
コ

ー
ヒ

ー
粕

を
利

用
し

た
果

樹
栽

培
に

お
け

る
土

壌
改

良
方

法
及

び
マ

ル
チ

ン
グ

に
よ

る
雑

草
等

抑
制

効
果

の
検

討
農

園
研

花
き

・
果

樹
果

樹
3

,5
1

5
産

廃
税

令
和

３
年

～
７

年

　
モ

モ
，

イ
チ

ジ
ク

の
改

植
で

問
題

と
な

っ
て

い
る

連
作

障
害

症
状

抑
制

の
た

め
，

動
植

物
性

残
渣

の
コ

ー
ヒ

ー
粕

を
用

い
た

土
壌

改
良

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

マ
ル

チ
ン

グ
に

よ
る

の
雑

草
抑

制
効

果
及

び
ひ

こ
ば

え
発

生
抑

制
効

果
を

検
討

す
る

。

新
規

化
学

農
薬

の
使

用
低

減
に

向
け

た
防

除
体

系
の

実
証

農
園

研
花

き
・

果
樹

，
園

芸
環

境
花

き
1

,4
0

0
受

託
令

和
４

年

　
キ

ク
類

に
お

い
て

ア
ザ

ミ
ウ

マ
類

等
難

防
除

微
小

害
虫

を
対

象
に

赤
色

光
照

射
（

赤
色

L
E

D
ラ

ン
プ

）
，

防
虫

ネ
ッ

ト
と

光
反

射
資

材
，

害
虫

忌
避

剤
等

を
活

用
し

た
新

た
な

防
除

技
術

体
系

を
確

立
す

る
。

⑤
再

害
虫

防
除

と
受

粉
促

進
の

ダ
ブ

ル
効

果
！

ス
マ

ー
ト

農
業

に
貢

献
す

る
振

動
技

術
の

開
発

農
園

研
園

芸
環

境
虫

害
3

,2
5

0
受

託
令

和
２

年
～

４
年

　
外

来
種

受
粉

昆
虫

の
代

替
技

術
が

求
め

ら
れ

て
い

る
た

め
，

こ
れ

ま
で

に
明

ら
か

に
さ

れ
た

振
動

条
件

を
実

際
の

生
産

現
場

に
近

い
栽

培
環

境
下

で
検

討
し

，
ト

マ
ト

で
の

振
動

を
活

用
し

た
受

粉
技

術
を

開
発

す
る

。

⑥
畑

土
壌

に
お

け
る

各
種

有
機

資
材

の
肥

効
診

断
に

基
づ

く
施

用
方

法
の

確
立

農
園

研
園

芸
環

境
土

壌
環

境
1

0
6

事
業

令
和

３
年

～
５

年

　
有

機
質

資
材

の
活

用
を

推
進

す
る

た
め

，
各

種
有

機
質

資
材

の
窒

素
肥

効
を

診
断

す
る

た
め

の
最

適
な

手
法

を
検

討
す

る
と

と
も

に
，

ホ
ウ

レ
ン

ソ
ウ

や
コ

マ
ツ

ナ
等

の
園

芸
作

物
に

お
け

る
肥

効
診

断
に

基
づ

く
効

果
的

な
施

用
方

法
を

確
立

す
る

。

新
規

堆
肥

の
利

用
拡

大
に

向
け

た
「

特
殊

肥
料

等
入

り
指

定
混

合
肥

料
」

の
製

造
及

び
利

用
方

法
の

検
討

畜
試

，
古

試
，

農
園

研

草
地

飼
料

，
作

物
環

境
，

園
芸

環
境

，
花

き
・

果
樹

部

環
境

資
源

，
土

壌
肥

料
，

土
壌

環
境

，
花

き
9

9
6

産
廃

税
令

和
４

年
～

６
年

　
令

和
２

年
度

の
肥

料
制

度
見

直
し

で
新

設
さ

れ
た

「
特

殊
肥

料
等

入
り

指
定

混
合

肥
料

」
に

つ
い

て
の

試
作

や
散

布
時

の
作

業
性

向
上

に
向

け
た

加
工

法
等

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

，
水

稲
や

園
芸

作
物

な
ど

耕
種

部
門

と
連

携
し

た
肥

効
な

ど
の

検
討

を
実

施
し

，
家

畜
ふ

ん
尿

の
有

効
活

用
技

術
の

開
発

に
取

り
組

む
。

（
２

）
総

合
的

病
害

虫
・

雑
草

管
理

技
術

の
開

発
①

土
地

利
用

型
農

業
経

営
に

お
け

る
病

害
虫

リ
ス

ク
管

理
と

防
除

技
術

の
確

立
古

試
作

物
環

境
虫

害
，

病
害

1
,8

3
8

県
単

令
和

元
年

～
５

年

　
土

地
利

用
型

農
業

経
営

体
に

お
い

て
，

斑
点

米
カ

メ
ム

シ
類

の
発

生
可

能
地

域
の

拡
大

，
新

品
種

導
入

時
の

病
害

虫
発

生
，

露
地

野
菜

の
拡

大
に

伴
う

ダ
イ

ズ
害

虫
な

ど
，

予
想

さ
れ

る
病

害
虫

リ
ス

ク
を

回
避

す
る

た
め

の
防

除
技

術
を

確
立

す
る

。

②
イ

ネ
ば

か
苗

病
の

発
生

抑
制

技
術

体
系

の
構

築
古

試
作

物
環

境
病

害
3

5
0

事
業

平
成

2
6

年
～

４
年

イ
ネ

ば
か

苗
病

の
発

生
は

，
種

子
生

産
農

家
に

と
っ

て
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
そ

こ
で

，
種

子
生

産
現

場
で

は
種

子
生

産
ほ

場
に

お
け

る
ば

か
苗

病
菌

を
保

菌
さ

せ
な

い
，

も
し

く
は

滅
菌

す
る

技
術

，
ま

た
食

料
生

産
現

場
に

お
い

て
は

育
苗

～
本

田
で

の
発

生
防

止
技

術
に

つ
い

て
検

討
し

，
イ

ネ
ば

か
苗

病
の

発
生

抑
制

技
術

体
系

を
構

築
す

る
。

③
水

稲
育

苗
培

土
へ

の
堆

肥
利

用
に

よ
る

苗
立

ち
枯

れ
性

病
害

低
減

に
関

す
る

研
究

古
試

作
物

環
境

病
害

3
,1

0
5

産
廃

税
令

和
２

年
～

６
年

　
近

年
，

有
機

物
を

混
用

し
た

水
稲

用
育

苗
培

土
や

有
機

土
壌

の
水

稲
育

苗
培

土
へ

の
混

用
に

よ
る

，
育

苗
時

の
病

害
抑

制
技

術
が

開
発

さ
れ

つ
つ

あ
る

こ
と

か
ら

，
県

内
の

た
い

肥
セ

ン
タ

ー
の

た
い

肥
を

育
苗

培
土

に
混

用
し

病
害

抑
制

効
果

を
検

証
す

る
。

④
直

播
栽

培
拡

大
の

た
め

の
雑

草
イ

ネ
等

難
防

除
雑

草
の

省
力

的
防

除
技

術
の

開
発

古
試

作
物

栽
培

水
稲

8
0

0
受

託
令

和
元

年
～

５
年

　
既

存
知

見
に

基
づ

き
，

雑
草

イ
ネ

の
多

発
ほ

場
に

お
い

て
完

全
防

除
が

可
能

か
を

実
証

す
る

。
同

時
に

，
周

辺
ほ

場
で

の
発

生
実

態
の

把
握

と
拡

散
対

策
を

関
係

機
関

と
連

携
し

て
実

行
・

支
援

す
る

。
ま

た
，

他
県

の
先

進
事

例
や

，
県

内
他

地
域

の
対

策
・

警
戒

情
報

へ
の

現
場

の
反

応
等

を
総

括
し

，
雑

草
イ

ネ
初

発
地

域
に

お
け

る
技

術
対

策
・

情
報

管
理

も
含

め
た

初
動

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。

⑤
農

耕
地

に
お

け
る

外
来

植
物

管
理

手
法

の
確

立
古

試
作

物
栽

培
大

豆
・

麦
4

1
0

受
託

令
和

元
年

～
５

年

  
特

定
外

来
生

物
で

あ
る

ア
レ

チ
ウ

リ
は

，
そ

の
旺

盛
な

繁
殖

力
に

よ
り

大
豆

畑
に

侵
入

す
る

と
，

数
年

の
う

ち
に

ほ
場

一
面

に
蔓

延
し

，
収

穫
不

能
に

な
る

な
ど

の
被

害
が

発
生

す
る

。
ま

た
，

農
耕

地
周

辺
の

堤
防

や
河

川
敷

に
お

い
て

も
繁

茂
し

，
在

来
種

と
の

競
合

が
各

地
で

報
告

さ
れ

て
い

る
。

現
時

点
で

ア
レ

チ
ウ

リ
の

侵
入

程
度

が
異

な
る

複
数

の
地

域
に

お
い

て
，

過
去

か
ら

現
在

ま
で

の
分

布
域

の
変

遷
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
土

地
利

用
お

よ
び

管
理

履
歴

と
発

生
実

態
の

関
係

を
解

析
す

る
。

⑥
昆

虫
の

寄
主

選
択

機
構

に
着

目
し

た
総

合
的

害
虫

管
理

技
術

の
開

発
農

園
研

園
芸

環
境

虫
害

8
1

1
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
イ

チ
ゴ

や
ト

マ
ト

等
の

施
設

果
菜

類
で

は
総

合
的

病
害

虫
管

理
技

術
（

IP
M

）
の

取
り

組
み

が
進

ん
で

い
る

も
の

の
，

そ
れ

以
外

の
露

地
野

菜
，

果
樹

，
花

き
で

は
取

り
組

み
が

遅
れ

て
い

る
た

め
，

こ
れ

ら
の

品
目

に
お

い
て

導
入

可
能

な
IP

M
技

術
を

開
発

す
る

。

⑦
害

虫
防

除
と

受
粉

促
進

の
ダ

ブ
ル

効
果

！
ス

マ
ー

ト
農

業
に

貢
献

す
る

振
動

技
術

の
開

発
農

園
研

園
芸

環
境

虫
害

3
,2

5
0

受
託

令
和

２
年

～
４

年

　
ト

マ
ト

に
お

け
る

IP
M

の
取

り
組

み
を

推
進

す
る

た
め

，
こ

れ
ま

で
に

明
ら

か
に

さ
れ

た
オ

ン
シ

ツ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ

の
防

除
に

有
効

な
振

動
条

件
を

実
際

の
生

産
現

場
に

近
い

栽
培

環
境

下
で

検
討

し
，

振
動

を
活

用
し

た
害

虫
防

除
技

術
を

開
発

す
る

。

⑧
微

生
物

殺
虫

・
殺

菌
剤

を
用

い
た

野
菜

重
要

病
害

虫
の

デ
ュ

ア
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

技
術

の
確

立
農

園
研

園
芸

環
境

虫
害

，
病

害
2

,4
0

0
受

託
令

和
２

年
～

４
年

　
微

生
物

製
剤

の
効

果
的

な
使

用
方

法
の

確
立

の
た

め
，

防
除

作
業

の
省

力
化

・
軽

労
化

が
期

待
さ

れ
る

ブ
ロ

ワ
ー

型
農

薬
散

布
機

を
利

用
し

た
散

布
技

術
を

開
発

す
る

。

⑨
反

射
ス

ペ
ク

ト
ル

の
制

御
に

よ
る

害
虫

抑
制

技
術

を
用

い
た

農
業

用
フ

ィ
ル

ム
及

び
資

材
の

開
発

農
園

研
園

芸
環

境
虫

害
5

5
0

受
託

令
和

４
年

　
試

作
品

を
用

い
た

害
虫

抑
制

効
果

の
検

討
と

試
作

品
の

改
良

に
よ

り
，

少
し

で
も

高
い

害
虫

抑
制

効
果

を
発

揮
す

る
マ

ル
チ

資
材

の
開

発
を

目
指

す
。

⑩
天

敵
温

存
植

物
・

間
作

を
核

と
し

た
露

地
野

菜
で

の
総

合
的

害
虫

管
理

技
術

の
構

築
と

実
証

農
園

研
園

芸
環

境
虫

害
1

,3
8

0
受

託
令

和
３

年
～

５
年

　
露

地
栽

培
の

ア
ブ

ラ
ナ

科
お

よ
び

ネ
ギ

属
作

物
に

お
い

て
、

害
虫

防
除

に
寄

与
し

て
い

る
土

着
天

敵
種

が
明

ら
か

と
な

り
、

そ
れ

ら
土

着
天

敵
を

温
存

・
保

護
・

強
化

可
能

な
混

作
・

間
作

さ
れ

る
作

物
以

外
の

植
物

種
（

二
次

植
物

）
の

効
果

を
解

明
し

、
IP

M
体

系
案

が
作

成
さ

れ
る

。

新
規

夏
秋

い
ち

ご
「

夏
の

し
ず

く
」

に
よ

る
夏

秋
期

の
安

定
生

産
技

術
・

病
害

虫
防

除
技

術
確

立
農

園
研

園
芸

環
境

虫
害

2
,3

0
0

受
託

令
和

４
年

～
６

年

輸
出

実
績

の
少

な
い

夏
秋

い
ち

ご
に

お
い

て
，

生
産

量
拡

大
及

び
輸

出
相

手
国

の
残

留
農

薬
基

準
値

を
ク

リ
ア

す
る

病
害

虫
防

除
体

系
の

構
築

を
目

指
す

。

17



第
９

次
推

進
構

想
　

主
要

目
標

重
点

テ
ー

マ
研

究
領

域
個

別
課

題
名

機
関

担
当

部
担

当
チ

ー
ム

予
算

額
（

千
円

）
予

算
区

分
研

究
期

間
概

要

新
規

園
芸

作
物

生
産

地
に

お
け

る
重

要
病

害
に

対
す

る
防

除
技

術
の

開
発

農
園

研
園

芸
環

境
病

害
，

虫
害

，
露

地
野

菜
，

施
設

野
菜

，
イ

チ
ゴ

，
花

き
，

果
樹

6
7

9
県

単
令

和
４

年
～

８
年

　
園

芸
作

物
の

生
産

地
で

発
生

し
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

病
害

に
つ

い
て

は
，

総
合

的
病

害
虫

管
理

技
術

（
IP

M
）

に
対

応
す

る
防

除
技

術
を

開
発

し
現

地
で

の
活

用
を

図
る

と
と

も
に

，
原

因
が

不
明

で
対

応
が

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
病

害
に

つ
い

て
は

原
因

を
解

明
し

適
切

な
防

除
が

可
能

と
な

る
対

策
メ

ニ
ュ

ー
を

確
立

す
る

。

⑪
再

高
度

抵
抗

性
ア

ブ
ラ

ナ
科

野
菜

品
種

の
育

成
農

園
研

園
芸

環
境

遺
伝

子
工

学
3

,0
0

0
受

託
平

成
3

0
年

～
令

和
４

年

　
抵

抗
性

品
種

を
用

い
た

病
害

防
除

の
た

め
，

D
N

A
マ

ー
カ

ー
選

抜
技

術
を

用
い

て
共

同
研

究
機

関
で

育
種

中
の

萎
黄

病
抵

抗
性

 （
Y

R
）

 小
松

菜
品

種
, 
極

根
こ

ぶ
病

抵
抗

性
（

C
R

）
白

菜
品

種
, 
白

さ
び

病
抵

抗
性

（
W

R
）

白
菜

・
小

松
菜

品
種

, 
高

度
病

害
抵

抗
性

（
Y

C
W

R
）

白
菜

品
種

の
開

発
を

支
援

す
る

。
作

出
さ

れ
た

抵
抗

性
品

種
に

つ
い

て
ほ

場
で

の
栽

培
特

性
等

を
把

握
す

る
。

1
2

　
気

候
変

動
や

異
常

気
象

に
適

応
し

た
生

産
管

理
技

術
の

確
立

（
１

）
気

候
変

動
や

異
常

気
象

に
適

応
し

た
生

産
管

理
技

術
の

開
発

①
田

ん
ぼ

ダ
ム

実
証

地
区

に
お

け
る

効
果

の
検

証
古

試
水

田
営

農
農

村
基

盤
2

,5
7

8
事

業
令

和
３

年
～

５
年

　
近

年
，

総
合

治
水

対
策

の
一

つ
と

し
て

，
田

ん
ぼ

ダ
ム

の
取

組
み

が
注

目
さ

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

，
県

で
設

置
し

た
モ

デ
ル

地
区

に
お

い
て

，
排

水
解

析
に

必
要

な
流

量
観

測
、

田
ん

ぼ
ダ

ム
の

効
果

検
証

，
耕

作
者

が
管

理
し

や
す

い
遠

隔
給

排
水

栓
や

角
落

し
の

構
造

を
検

討
し

田
ん

ぼ
ダ

ム
の

推
進

を
図

る
。

②
温

暖
化

に
対

応
し

た
高

温
に

強
い

イ
ネ

づ
く

り
開

発
普

及
推

進
事

業
古

試
作

物
育

種
品

種
育

種
4

,1
5

6
環

境
税

令
和

３
年

～
７

年

近
年

の
夏

期
の

高
温

に
よ

り
水

稲
の

収
量

や
品

質
が

低
下

し
て

い
る

た
め

，
高

温
登

熟
耐

性
に

優
れ

た
品

種
を

早
期

に
開

発
，

普
及

す
る

。

新 規 再

気
候

変
動

に
対

応
し

た
「

高
品

質
宮

城
米

」
安

定
生

産
を

図
る

た
め

の
栽

培
方

法
の

確
立

古
試

作
物

栽
培

水
稲

1
,1

1
5

県
単

令
和

４
年

～
８

年

主
力

品
種

で
あ

る
「

ひ
と

め
ぼ

れ
」

，
「

サ
サ

ニ
シ

キ
」

を
対

象
に

，
気

象
変

動
等

の
様

々
な

条
件

下
で

も
高

品
質

安
定

生
産

可
能

な
栽

培
方

法
と

栽
培

支
援

方
法

を
検

討
し

栽
培

技
術

を
確

立
す

る
。

③
地

球
温

暖
化

に
対

応
し

た
作

物
病

害
虫

管
理

技
術

の
構

築
古

試
作

物
環

境
虫

害
，

病
害

3
,7

0
1

環
境

税
令

和
３

年
～

７
年

　
地

球
温

暖
化

に
伴

い
，

作
物

病
害

虫
の

多
発

や
生

息
域

拡
大

に
よ

り
こ

れ
ま

で
問

題
が

な
か

っ
た

病
害

虫
の

被
害

拡
大

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

，
夏

期
の

高
温

等
の

気
候

変
動

に
対

応
し

た
病

害
虫

防
除

技
術

を
開

発
す

る
。

④
再

み
や

ぎ
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

育
成

農
園

研
野

菜
，

花
き

・
果

樹
，

園
芸

環
境

，
情

報
経

営

イ
チ

ゴ
，

露
地

野
菜

，
果

樹
，

遺
伝

子
工

学
，

情
報

9
1

6
県

単
令

和
元

年
～

５
年

　
本

県
の

園
芸

作
物

を
有

利
に

販
売

し
，

ブ
ラ

ン
ド

を
確

立
す

る
た

め
，

消
費

ニ
ー

ズ
や

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

，
全

国
に

情
報

発
信

で
き

る
宮

城
県

独
自

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

園
芸

品
種

の
育

成
を

図
る

。

⑤
主

要
露

地
栽

培
に

関
す

る
気

候
変

動
適

応
技

術
開

発
事

業
農

園
研

野
菜

露
地

野
菜

4
,0

0
0

環
境

税
令

和
３

年
～

７
年

　
気

候
変

動
に

よ
り

，
県

内
野

菜
産

地
で

は
従

来
の

作
型

で
は

生
育

の
ズ

レ
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

現
状

の
気

象
条

件
に

適
応

す
る

新
し

い
作

型
，

品
種

，
栽

培
方

法
を

策
定

し
，

高
品

質
な

野
菜

の
安

定
供

給
を

推
進

す
る

。

新
規

果
樹

の
凍

霜
害

軽
減

技
術

の
開

発
農

園
研

花
き

・
果

樹
果

樹
5

,0
0

0
環

境
税

令
和

４
年

～
６

年

　
近

年
の

気
候

温
暖

化
に

よ
り

生
育

が
前

進
化

し
て

い
る

リ
ン

ゴ
，

ナ
シ

の
凍

霜
害

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
，

生
産

者
が

取
組

み
や

す
い

防
霜

資
材

の
効

果
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
併

せ
て

多
目

的
防

災
網

の
被

害
軽

減
効

果
に

つ
い

て
検

証
を

行
い

，
被

害
軽

減
技

術
を

確
立

す
る

。

⑥
キ

ク
類

栽
培

に
お

け
る

気
候

変
動

へ
の

適
応

推
進

事
業

農
園

研
花

き
・

果
樹

花
き

2
,0

0
0

環
境

税
令

和
３

年
～

７
年

キ
ク

類
の

夏
季

高
温

に
よ

る
開

花
期

遅
延

や
品

質
低

下
を

回
避

す
る

た
め

，
高

温
耐

性
を

有
し

，
赤

色
L
E

D
ラ

ン
プ

で
開

花
抑

制
効

果
が

高
い

選
抜

品
種

の
地

域
別

栽
培

条
件

を
明

ら
か

に
し

普
及

を
図

る
と

と
も

に
，

高
温

障
害

発
生

条
件

の
解

明
と

対
策

を
検

討
す

る
。

⑦
L
E

D
を

用
い

た
ブ

ド
ウ

及
び

リ
ン

ゴ
の

着
色

促
進

効
果

の
検

証
事

業
農

園
研

花
き

・
果

樹
果

樹
1

,8
6

9
環

境
税

令
和

３
年

～
７

年

　
高

温
下

に
お

い
て

リ
ン

ゴ
や

ブ
ド

ウ
の

着
色

不
良

を
回

避
し

，
高

品
質

安
定

生
産

を
行

う
た

め
，

青
色

ま
た

は
赤

色
Ｌ

Ｅ
Ｄ

テ
ー

プ
ラ

イ
ト

の
照

射
に

よ
る

着
色

促
進

技
術

の
検

討
を

行
う

。

⑧
気

候
変

動
に

対
応

し
た

飼
料

作
物

の
栽

培
畜

試
草

地
飼

料
草

地
飼

料
0

非
予

算
令

和
３

年
～

５
年

高
温

，
豪

雨
等

の
気

象
変

動
に

対
応

し
た

飼
料

作
物

の
栽

培
を

図
る

た
め

，
境

涯
雑

草
の

防
除

技
術

や
，

牧
草

の
播

種
時

期
が

遅
延

し
た

場
合

の
栽

培
体

系
に

つ
い

て
，

検
討

を
行

う
。

⑨
再

飼
料

作
物

・
牧

草
適

応
品

種
の

選
定

畜
試

草
地

飼
料

草
地

飼
料

6
7

4
県

単
，

受
託

昭
和

5
7

年
～

　
県

内
に

お
け

る
自

給
飼

料
生

産
の

安
定

化
に

資
す

る
た

め
，

飼
料

作
物

・
牧

草
有

望
品

種
の

適
応

性
等

を
調

査
し

，
奨

励
品

種
候

補
を

選
定

す
る

。

（
２

）
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

を
抑

制
す

る
生

産
管

理
技

術
の

開
発

①
農

地
土

壌
炭

素
貯

留
等

基
礎

調
査

事
業

古
試

，
農

園
研

作
物

環
境

，
園

芸
環

境
環

境
化

学
，

土
壌

環
境

6
5

0
受

託
令

和
３

年
～

1
2

年

県
内

農
地

の
有

機
物

施
用

と
土

壌
T

-C
，

T
-N

の
実

態
把

握
と

有
機

物
連

用
試

験
に

よ
る

土
壌

T
-C

，
T

-N
の

蓄
積

を
検

証
す

る
。

②
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

暖
房

機
の

施
設

園
芸

分
野

へ
の

利
用

促
進

事
業

農
園

研
野

菜
イ

チ
ゴ

5
,0

0
0

環
境

税
令

和
３

年
～

７
年

　
冬

期
の

施
設

園
芸

に
お

い
て

化
石

燃
料

へ
の

依
存

度
を

低
下

さ
せ

る
た

め
，

間
伐

材
を

利
用

し
た

暖
房

機
と

重
油

暖
房

機
を

併
用

し
た

場
合

の
加

温
効

果
及

び
燃

油
削

減
効

果
を

実
証

・
普

及
し

，
施

設
園

芸
生

産
者

の
経

営
強

化
を

目
指

す
。

③
持

続
可

能
な

農
業

生
産

と
高

い
生

産
性

を
両

立
す

る
環

境
制

御
技

術
の

開
発

農
園

研
野

菜
生

産
工

学
4

3
6

県
単

令
和

３
年

～
５

年

　
施

設
園

芸
に

お
い

て
，

高
い

生
産

性
を

維
持

し
な

が
ら

，
環

境
負

荷
低

減
を

実
現

で
き

る
環

境
制

御
手

法
を

検
討

す
る

。

新 規 再

堆
肥

の
利

用
拡

大
に

向
け

た
「

特
殊

肥
料

等
入

り
指

定
混

合
肥

料
」

の
製

造
及

び
利

用
方

法
の

検
討

畜
試

，
古

試
，

農
園

研

草
地

飼
料

，
作

物
環

境
，

園
芸

環
境

,，
花

き
・

果
樹

環
境

資
源

，
土

壌
肥

料
，

土
壌

環
境

，
花

き
9

9
6

産
廃

税
令

和
４

年
～

６
年

　
令

和
２

年
度

の
肥

料
制

度
見

直
し

で
新

設
さ

れ
た

「
特

殊
肥

料
等

入
り

指
定

混
合

肥
料

」
に

つ
い

て
の

試
作

や
散

布
時

の
作

業
性

向
上

に
向

け
た

加
工

法
等

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

，
水

稲
や

園
芸

作
物

な
ど

耕
種

部
門

と
連

携
し

た
肥

効
な

ど
の

検
討

を
実

施
し

，
家

畜
ふ

ん
尿

の
有

効
活

用
技

術
の

開
発

に
取

り
組

む
。

1
3

　
地

域
資

源
を

活
用

し
た

農
村

の
活

性
化

支
援

手
法

の
確

立

（
１

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

特
色

あ
る

農
業

技
術

の
開

発
該

当
な

し

（
２

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

農
村

の
活

性
化

支
援

手
法

の
確

立
該

当
な

し

注
１

）
ゴ

シ
ッ

ク
体

太
字

は
，

令
和

４
年

度
新

規
課

題
を

示
す

。

注
２

）
  
  
　

　
の

課
題

は
，

重
点

課
題

を
示

す
。

注
３

）
「

再
」

は
再

掲
を

示
す

。
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個
別

課
題

名
機

関
担

当
部

担
当

チ
ー

ム
予

算
区

分
事

業
期

間
概

要

調
査

事
業

①
農

作
物

有
害

動
植

物
発

生
予

察
事

業
古

試
，

農
園

研
作

物
環

境
，

園
芸

環
境

各
虫

害
，

病
害

事
業

昭
和

2
6

年
～

毎
年

同
一

条
件

で
栽

培
す

る
ほ

場
で

の
病

害
虫

の
発

生
状

況
調

査
，

病
害

虫
の

発
育

状
況

調
査

及
び

発
生

予
察

法
の

改
善

を
行

う
。

主
要

農
作

物
の

病
害

虫
に

対
す

る
農

薬
耐

性
菌

の
出

現
の

有
無

，
耐

性
菌

分
布

状
況

，
害

虫
に

対
す

る
薬

剤
感

受
性

の
実

態
を

把
握

し
，

防
除

指
導

の
資

料
と

す
る

。

②
稲

作
地

帯
別

好
適

生
育

型
策

定
と

安
定

多
収

の
機

作
解

明
の

技
術

確
立

古
試

作
物

環
境

土
壌

肥
料

事
業

昭
和

6
2

年
～

稲
作

地
帯

ご
と

の
水

稲
栽

培
指

針
を

策
定

す
る

た
め

，
地

域
を

設
定

し
，

当
年

の
生

育
，

養
分

吸
収

の
特

徴
を

解
析

す
る

。

③
生

育
調

査
ほ

古
試

作
物

栽
培

稲
作

，
大

豆
・

麦
事

業
昭

和
4

0
年

～

水
稲

・
大

豆
・

麦
に

つ
い

て
の

技
術

対
策

策
定

の
資

料
と

す
る

た
め

，
県

内
各

地
の

調
査

ほ
に

つ
い

て
定

期
的

な
生

育
調

査
を

行
う

。

④
主

要
農

作
物

高
位

安
定

生
産

要
因

解
析

（
作

況
試

験
）

古
試

作
物

栽
培

稲
作

，
大

豆
・

麦
事

業
昭

和
6

3
年

～

水
稲

・
大

豆
・

麦
の

主
要

品
種

に
つ

い
て

の
作

況
状

況
を

把
握

す
る

た
め

，
生

育
調

査
及

び
養

診
断

等
を

行
う

。

⑤
農

用
地

土
壌

汚
染

防
止

対
策

推
進

事
業

古
試

作
物

環
境

環
境

化
学

事
業

平
成

７
年

～

カ
ド

ミ
ウ

ム
基

準
超

過
米

の
流

通
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
に

，
カ

ド
ミ

ウ
ム

吸
収

抑
制

資
材

（
ア

ル
カ

リ
資

材
）

の
効

果
や

出
穂

期
前

後
5

0
日

間
の

湛
水

管
理

の
効

果
確

認
及

び
収

穫
前

の
抜

き
穂

調
査

等
か

ら
玄

米
カ

ド
ミ

ウ
ム

濃
度

を
把

握
す

る
。

⑥
肥

飼
料

検
査

古
試

作
物

環
境

環
境

化
学

事
業

平
成

1
3

年
～

肥
料

法
及

び
飼

料
安

全
法

に
基

づ
く

収
去

試
料

等
を

分
析

す
る

。

⑦
放

射
性

核
種

の
農

畜
産

物
の

吸
収

移
行

及
び

農
林

生
産

環
境

に
お

け
る

動
態

に
係

る
調

査
研

究
古

試
作

物
栽

培
水

稲
，

大
豆

・
麦

受
託

平
成

2
4

年
～

　
生

産
し

た
農

作
物

試
料

（
玄

米
・

玄
麦

）
及

び
栽

培
土

壌
を

深
さ

別
に

採
取

し
，

（
国

研
）

農
研

機
構

農
業

環
境

変
動

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

経
年

変
化

の
解

析
を

行
い

，
土

壌
か

ら
農

産
物

へ
の

放
射

性
核

種
の

移
行

動
態

を
明

ら
か

に
す

る
。

⑧
事

務
所

等
調

査
依

頼
古

試
水

田
営

農
農

村
基

盤
事

業
令

和
元

年
～

農
地

整
備

事
業

に
お

い
て

，
整

備
実

施
後

に
お

こ
る

不
等

沈
下

や
排

水
不

良
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
，

速
や

か
に

現
地

調
査

を
行

い
，

原
因

を
把

握
し

，
円

滑
な

事
業

の
推

進
に

資
す

る
。

⑨
乳

用
牛

群
検

定
指

導
強

化
事

業
畜

試
酪

農
肉

牛
乳

牛
事

業
昭

和
6

1
年

～

乳
用

牛
群

検
定

を
よ

り
高

度
化

す
る

た
め

に
，

検
定

員
の

資
質

向
上

と
と

も
に

，
精

度
の

高
い

検
定

事
業

を
実

施
し

，
飼

養
管

理
及

び
生

乳
生

産
向

上
の

た
め

の
デ

ー
タ

を
蓄

積
す

る
。

個
別

課
題

名
機

関
担

当
部

担
当

チ
ー

ム
予

算
額

（
千

円
）

予
算

区
分

研
究

期
間

概
要

社
会

実
装

事
業

①
気

候
変

動
に

適
応

し
た

農
業

技
術

の
効

果
的

な
社

会
実

装
事

業
農

園
研

企
画

調
整

，
野

菜
，

花
き

・
果

樹
，

作
物

育
種

，
作

物
環

境

企
画

調
整

8
,0

6
4

環
境

税
令

和
３

年
～

７
年

気
候

変
動

に
適

応
す

る
既

存
の

開
発

技
術

や
開

発
過

程
に

あ
る

技
術

を
，

展
示

実
証

ほ
を

通
じ

た
現

地
で

の
適

応
性

の
確

認
や

微
細

な
改

良
，

県
内

生
産

者
へ

の
展

示
等

を
行

う
と

と
も

に
，

オ
ー

プ
ン

ラ
ボ

の
機

能
を

活
用

し
た

生
産

者
へ

の
情

報
発

信
に

よ
り

，
開

発
技

術
の

速
や

か
な

社
会

実
装

を
推

進
す

る
も

の
。
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